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は

じ

め

に

宋
元
仏
教
史
の
研
究
は
、
資
料
が
多
く
、
日
本
と
の
関
係
も
密
接
で
あ

っ
た
江
南
仏
教
に
重
点
が
置
か
れ
、
遼
金
を
ふ
く
む
華
北
仏
教

に
つ
い
て
の
研
究
は
少
な
い
。
遼
金
に
つ
い
て
は
、
野
上
俊
静
氏
の

『
遼
金
の
仏
教
』

(
一
九
五
三
年
、
平
楽
寺
書
店
)
以
後
に
専
著
が
出
て
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い
な

い
状
況
で
あ
る
。
し
か
し
、
近
年
の
中
国
で
は
、
房
山
石
経
の
発
掘
と
整
理
、
応
県
木
塔
発
見
の
仏
教
典
籍
と
く
に

『契
丹
蔵
』
零

巻
を
め
ぐ
る
研
究
、

『金
蔵
』
の
整
理
と
そ
れ
を
底
本
と
す
る

『中
華
大
蔵
経
』
の
出
版
等

々
、

遼
金
の
仏
典
整
理
と
研
究
が
盛
ん
に
行

な
わ

れ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
従
来
の
研
究
を
補
う
新
史
実
も
多
く
あ
ら
わ
れ
て
い
る
が
、
わ
が
国
の
学
界
で
は
、
そ
れ
ら
の
成
果
が
ま

だ
充
分
に
は
受
け
止
め
ら
れ
て
い
な
い
。

筆
者
は
か
ね
て
新
出
仏
典
に
注
目
し
、
そ
れ
ら
を
資
料
に
用
い
て
、

一
つ
は
唐
か
ら
遼
、
北
宋
を
経
て
金
元
に
い
た
る
慈
恩

(法
相
)
宗

の
流
れ
を
明
ら
か
に
堕

い
ま

;

は
宋
元
版
大
蔵
経
の
系
譜
を
藁

し
て
き
蔦

こ
れ
ら
の
研
究
成
果
に
基
づ
い
て
こ

九
九
二
年
+

一
月
七
日
の
花
園
大
学
禅
学
研
究
会
学
術
大
会
に
お
い
て
、
「宋
元
仏
教

の
南
北
問
題
」
と
題
す
る
発
表
を
行
な

っ
た
。

そ
の
後
、

本
誌

の
編
集
子
か
ら
、
そ
の
時
の
発
表
を
原
稿
に
す
る
よ
う
依
頼
を
う
け
た
。
し
か
し
、
発
表
の
内
容
は
旧
稿
と
重
な
る
部
分
も
多
い
の
で
、

発
表
そ
の
も
の
を
掲
載
す
る
の
は
止
め
、
対
象
を
遼
代
に
限
り
、
そ
の
後
に
得
た
知
見
を
加
え
て
、
や
や
詳
し
く
論
述
す
る
こ
と
に
し
た
。

本
稿

の
目
的
は
、
新
出
仏
典
の
検
討
を
通
し
て
、
遼
代
仏
教

の
性
格
、
と
く
に
そ
の
宋
元
仏
教
史
上
の
位
置
づ
け
を
行
な
う
こ
と
に
あ
る
。

一

新
出
の
遼
代
仏
教
資
料

お
よ
そ
宋
元
の
仏
教
史
籍
に
は
、
遼
代
の
仏
教
に
関
す
る
記
述
が
極
め
て
少
な
く
、
僧
伝
類
に
遼
僧
は

一
人
も
載
せ
ら
れ
て
い
な
い
。

こ
れ

は
、
当
時
い
か
に
遼
代
仏
教
の
情
報
が
宋
に
伝
わ

っ
て
い
な
か

っ
た
か
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
遼
代
仏
教
史
を
研

究
し
よ
う
と
す
る
と
、
当
然
、
正
史
、
地
志
、
碑
記
等
の
断
片
的
な
記
述
や
、
わ
ず
か
に
残
る
仏
教
文
物
そ
の
も
の
に
頼
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な

い
。
そ
の
意
味
か
ら
も
、
近
年
発
見
さ
れ
整
理
さ
れ
て
き
た
文
物
、
な
か
で
も
経
典
類
は
、
こ
の
時
代
の
仏
教
史
研
究
に
と

っ
て
貴

重
な
史
料
な
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
ま
ず
は
じ
め
に
、
新
出
仏
典
の
現
状
、
整
理
状
況
等
に
つ
い
て
、
概
略
紹
介
し
て
お

こ
う
。
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1

房

山

石

経

房
山
石
経
は
、
晴

の
僧
静
碗

(～
六
一二
九
)
が
破
仏

の
時
に
備
え
て
、
仏
経
を
石
版
に
刻
し
、
北
京
の
西
南
郊
に
あ
る
石
経
山
の
石
室
に

封
蔵
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
事
業
は
彼
の
の
ち
も
、
そ
の
地
の
有
力
者
や
信
者
た
ち
に
支
え
ら
れ
て
、
代

々
承
け
継
が
れ
た
。
そ
れ
は

遼
金
時
代
に
な

っ
て

一
応
完
成
を
み
た
が
、
補
刻
は
明
末
ま
で
つ
づ
き
、
実
に

一
千
年
に
も
及
ぶ

一
大
文
化
事
業
で
あ

っ
た
。
刻
経
の
歴

(
3
)

史
に
つ
い
て
は
、

一
九
三
四
年
の
実
地
調
査
を
ふ
ま
え
て
著
さ
れ
た
塚
本
善
隆

「房
山
雲
居
寺
と
石
刻
大
蔵
経
」
に
詳
し

い
。
と
こ
ろ
が

間
も
な
く
日
中
戦
争
が
起
こ
り
、
雲
居
寺
は
日
本
軍
の
砲
火
に
よ

っ
て
焼
失
し
、
南
北
両
塔
の
う
ち
南
塔
も
崩
壊
し
て
し
ま

っ
た
。
戦
後
、

中
国
仏
教
協
会
は
、

一
九
五
六
年
か
ら
五
八
年
に
か
け
て
、
房
山
石
経
の
全
面
的
な
調
査
と
石
経

の
拓
印
を
行
な

っ
た
。
す
な
わ
ち
、
石

経
山
の
山
頂
近
く
に
つ
く
ら
れ
た
九

つ
の
蔵
経
洞
の
扉
を
開
い
て
、
そ
こ
に
封
蔵
さ
れ
て
い
た
四
九
七
八
の
石
経
の
拓
本
を
と

っ
た
。
さ

ら
に

一
九
五
七
年
、
南
塔
近
く

の
地
下
に
封
蔵
さ
れ
て
い
た
遼
金
の
石
経

一
〇
〇
八
二
片
を
は
じ
め
て
発
掘
し
て
、
こ
れ
も
す
べ
て
拓
印

し
た
。

こ
れ
は
、
遼
の
天
慶
七
年

(
=

一
七
)
に
通
理
大
師
が
創
始
し
、
金
代
ま
で
三
次
に
わ
た

っ
て
主
に
小
型
の
石
経
を
封
蔵
し
た
も

の
で
あ

る
。
こ
う
し
て
初
め
て
、
房
山
石
経
の
全
容
が
明
ら
か
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。

現
在
ま
で
に
出
版
さ
れ
た
資
料
集
は
、
次
の
三
種
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
中
国
仏
教
協
会
の
編
纂
に
か
か
る
。

a

『
房
山
雲
居
寺
石
経
』

一
九
七
八
年
、
文
物
出
版
社
。

石
経
の
概
要
、
石
経
拓
本
図
版
六
六
と
そ
の
説
明
、
そ
れ
に

「房
山
雲
居
寺
石
経
簡
目
」
か
ら
成
る
。

b

『
房
山
石
経
題
記
彙
編
』

一
九
八
六
年
、
中
国
仏
教
図
書
文
物
館
。

碑
文
と
石
経
題
記
と
を
併
せ
て
収
録
す
る
。
な
お
遼
代
の
題
記
は
、
こ
れ
よ
り
先
、
拓
本
に
基
づ
い
て

『
全
遼
文
』

(陳
述
輯
校
、
一

九
八

一
年
、
中
華
書
局
)
に
も
載
せ
る
。

c

『
房
山
石
経

・
遼
金
刻
経
』
全
二
二
巻

一
九
八
六
年
～
、
中
国
仏
教
図
書
文
物
館
。
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も

っ
と
も
数
の
多
い
遼
金
刻
経
を
す
べ
て
図
版
に
す
る
。
現
在
二
〇
巻
が
わ
が
国
に
届

い
て
い
る
。

房
山
石
経
に
関
す
る
学
術
論
文
は
、
『
現
代
仏
学
』
『
法
音
』
『
文
物
』
等
に
掲
載
さ
れ
た
が
、
『
法
音
』
誌
上
の
諸
論
文
は
、
『
房
山
石

経
之
研
究
』
(《法
音
》
文
庫
、
一
九
八
七
年
、
中
国
仏
教
協
会
)
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

な
お

一
九
八
七
年
十
月
二
十
二
日
か
ら
二
十
六
日

ま

で
、
京
都

の
仏
教
大
学
四
条
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
「中
国
房
山
石
経
拓
本
展
」
が
開
か
れ
た
こ
と
も
、

記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
あ

る
。と

こ
ろ
で
房
山
石
経
は
、
遼
代
に
大
き
な
変
化
が
み
ら
れ
る
。
第

一
は
、
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
だ
が
、
四
大
部
経
の
一
つ
で
あ

る

『
大
宝
積
経
』
巻
第
三
十

一
の
碑
題
下
に
は
じ
め
て
千
字
文
候
号

「鳥
」
字
号
が
刻
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
雛
造
は
重
煕
十
三
年

(
一
〇
四
四
)
八
月
。

こ
の
こ
と
は
、
こ
れ
よ
り
以
後
、
石
経
の
底
本
に
大
蔵
経
す
な
わ
ち

『
契
丹
蔵
』
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
の

を
示
す
も
の
で
あ
る
。
第
二
は
、
晴
唐
以
来
、
石
経
は
お
お
む
ね

一
五
〇

㎝
か
ら
二
m
以
上
に
及
ぶ
長
大
な
碑
で
あ

っ
た
が
、
大
安
九
年

(
一
〇
九
三
)
に
始
ま

っ
た
通
理
大
師
の
刻
経
か
ら
は
、
主
と
し
て
横
七
三
～
八
〇

㎝
、
縦
三
八
～
四
五

㎝
と
い
う
小
型
の
石
版
に
な

っ
た

こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
は

「背
面
倶
用
、
鍋
経
両
紙
」
と

「源
州
源
鹿
山
雲
居
寺
続
秘
蔵
石
経
塔
記
」
(『全
遼
文
』
巻
+

一
)
に
記
す
よ
う
に
、

表
裏
両
面
に

『
契
丹
蔵
』

の
一
紙
ず

つ
を
刻
す
る
も
の
で
あ

っ
た
。

つ
ま
り
、

こ
れ
以
後
、
『
契
丹
蔵
』
を
そ

っ
く
り
覆
刻
す
る
こ
と
に

な

っ
た
の
で
あ
る
。
も

っ
と
も

『
契
丹
蔵
』

の

一
版
は
長
さ
五
二
～
五
五

㎝
、
幅
二
八
～
三
〇

㎝
で
あ

っ
た
か
ら
、
石
経
の
方
が
や
や
大

き

い
。
ま
た
、
中
国
の
学
者
は
注
目
し
て
い
な
い
が
、
小
型
石
経
は
毎
版
二
十
七
行
あ
る
い
は
二
十
八
行
、
毎
行
十
七
字
で
あ
り
、
筆
者

(
4
)

が
か
つ
て
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
こ
と
は

『
契
丹
蔵
』

の
版
式

の
特
徴
を
示
す
も
の
と
し
て
重
要
で
あ
る
。

房
山
石
経
中
に
あ
る
侠
書
に
つ
い
て
は
、
既
に
多
く
の
人
が
注
目
し
て
い
る
。
野
上
俊
静
氏
は
前
掲

『
房
山
雲
居
寺
石
経
』
に
収
め
る

(
5

)

遼
代
の
学
僧
思
孝
に
関
す
る
侠
書
、
『発
菩
提
心
戒
本
』
と

『
一
切
仏
菩
薩
名
集
』
と
を
逸
早
く
紹
介
し
た
。

中
国
で
も
、
胡
継
欧
氏
が

(
6
)

唐

不
空
訳
と
遼
慈
賢
訳
の
両
種
の

『
般
若
波
羅
蜜
多
心
経
』
を
紹
介
し
、
任
傑
氏
は
唐
末
の
僧
行
琳

の

『
釈
教
最
上
乗
秘
密
陀
羅
尼
集
』

(
7
)

と

『
一
切
仏
菩
薩
名
集
』
と
を
取
り
上
げ
て
い
る
。

そ
の
う
ち
、
『
陀
羅
尼
集
』
に
載
せ
る
乾
寧
五
年

(八
九
八
)
行
琳
自
序
は
、

唐
末
密



教
の
史

料
と
し
て
注
目
に
値
す
る
。

も

っ
と
も
重
要
な
こ
と
は
、
房
山
石
経
の
各
経
典
が
テ
キ
ス
ト
と
し
て
経
典
史
上
に
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
か
と
い
う
点
で
あ

る
。
幸

い
房
山
石
経
も
、
現
在
刊
行
中
の

『
中
華
大
蔵
経
』

の
校
本

の
一
つ
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
、
宋
代
以
後

の
刊
刻
大
蔵
経

と
の
比
較
は
、
そ
の
校
記
に
よ
っ
て
で
き
る
。
し
か
し
こ
れ
に
は
、
唐
代
ま
で
の
写
経
と
の
比
較
は
さ
れ
て
い
な
い
。
た
だ
任
氏
は
石
刻

(8
)

『大
智
度
論
』
の
内
容
が
、
敦
燵
発
見
の
北
魏
写
本
と
同
じ
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
筆
者
も
ま
た
、
石
刻

『大
方
等
陀
羅
尼
経
』

巻
第

一
の

一
版
を
取
り
上
げ
て
、
敦
焼
本
、
高
麗
蔵
本
、
江
南
諸
蔵
本
と
の
校
合
を
試
み
、
石
経
本
が
敦
燈
本
に
も

っ
と
も
近
い
こ
と
を

(
9
)

明
ら
か
に
し
た
。

こ
う
し
た
作
業
は
、
房
山
石
経
の
底
本
で
あ
る

『契
丹
蔵
』

の
、
テ
キ
ス
ト
上
の
特
徴
を
明
確
に
す
る
た
め
に
必
要
で

あ
り
、
今
後
も
積
み
重
ね
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。
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2

応
県
木
塔
発
見
の
仏
教
文
物

近
年
発
見
さ
れ
た
中
国
近
世
の
仏
教
文
物
の
な
か
で
、
も

っ
と
も
関
心
を
集
め
て
き
た
の
が
、
山
西
応
県
仏
宮
寺
の
木
塔
か
ら
発
見
さ

れ
た
文
物
で
あ
る
。
こ
の
木
塔
は
遼

の
清
寧
二
年

(
一
〇
五
六
)
に
創
建
さ
れ
た
、
現
存
す
る
中
国
最
古
の
木
塔
で
あ
り
、
遼
代

の
代
表
的

建
造
物

の

一
つ
と
し
て
早
く
か
ら
知
ら
れ
て
い
た
。

一
九
七
四
年
、
そ
の
第
四
層
に
安
置
さ
れ
た
釈
迦
像
の
胎
内
か
ら
仏
典
な
ど
多
数
の

文
物
が
発
見
さ
れ
た
。
最
初
の
報
告
は
、
『
文
物
』

一
九
七
四
年
第
六
期
に
発
表
さ
れ
て
、
学
界
の
注
目
を
集
め
る
こ
と
に
な

っ
た
。

さ

ら
に

一
九
九

一
年
、
山
西
省
文
物
局

・
中
国
歴
史
博
物
館
主
編

『
応
県
木
塔
遼
代
秘
蔵
』

(以
下

『秘
蔵
』)
と
い
う
大
型

の
図
録
が
文
物
出

版
社
よ
り
出
版
さ
れ
、
発
見
文
物
の
全
容
が
明
ら
か
に
な

っ
た
。
特
に
経
巻
等
は
首
部
か
ら
末
尾
ま
で
す
べ
て
を
掲
げ
て
あ
る
の
で
、
利

用
価
値
が
高
い
。

『
秘
蔵
』
の
前
言
に
よ
る
と
、
応
県
木
塔
は

一
九
六

一
年
三
月
四
日
に
全
国
文
物
保
護
単
位
に
指
定
さ
れ
、

一
九
七
三
年
八
月
か
ら
実

地
調
査
が
始
ま
り
、
翌
年
七
月
二
十
八
日
に
こ
れ
ら
の
文
物
が
発
見
さ
れ
た
と
い
う
。
別
に

一
九
六
六
年
六
月
十
八
日
に
は
第
三
層
の
仏
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座
か
ら
花
式
、
銀
盒
、
七
宝
等
、

一
九
七
四
年
九
月
十
四
日
に
は
第
二
層
の
主
像
か
ら
銀
盒

一
点
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。

一
九
七
九
年
七

月
に
応
県
木
塔
遼
代
文
物
整
理
組
が
組
織
さ
れ
て
、
お
よ
そ

一
年
か
け
て
文
物
調
査
が
行
な
わ
れ
た
。

発
見
文
物
は

一
六
〇
点
に
及
び
、
『秘
蔵
』
は
そ
れ
ら
を
、

ω
遼
蔵
十
二
単
経
、
②
刻
経
三
十
五
巻
、
③
写
経
八
巻
、
ω
雑
刻
、
雑
抄
二
十
八
件
、
㈲
仏
像
七
幅
、
⑥
七
珍
、
舎
利
仏
牙
。

に
分
類
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
解
説
す
る
。
そ
の
な
か
で
特
に
学
界
を
驚
か
せ
た
の
は
、
こ
れ
ま
で
幻
の
大
蔵
経
で
あ

っ
た

『
遼
蔵
』

す
な
わ
ち

『契
丹
蔵
』
零
巻
が
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
発
見
に
よ

っ
て
、
『
契
丹
蔵
』
の
雛
造
年
代
に
つ
い
て
議
論
を
呼
ぶ

こ
と

に
な

っ
た
。
そ
の
こ
と
は
次
章
で
取
り
上
げ
る
。
第
二
に
は
、
慈
恩
宗
の
学
僧
詮
明
の
著
述
を
は
じ
め
未
伝
の
章
疏
が
発
見
さ
れ
、

燕
京
や
山
西
地
方

の
仏
教
教
学
に
新
た
な
光
を
あ
て
る
こ
と
に
な

っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
も
後
に
詳
し
く
述
べ
る
。

第
三
の
成
果
は
、
燕
京
に
お
け
る
印
刷
術
の
発
展
を
裏
づ
け
る
実
物
が
あ
ら
わ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
遼
代

の
印
刷
物
は
全
く

存
在

せ
ず
、
わ
ず
か
に
遼
代
刊
本
を
覆
刻
し
た
寛
永
十
九
年

(
一
六
四
二
)
刊

『
求
生
西
方
念
仏
鏡
』
巻
末
に
つ
け
ら

れ
た
、
清
寧
九
年

(
一
〇
六
三
)
開
書
鋪
高
家
新
雛
印
の
刊
記
に
よ
っ
て
、
当
時
、
燕
京
で
も
、
民
間
の
印
刷
業
が
行
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
に
す

ぎ
な
か

っ
た
。

と
こ
ろ
が
今
度
の
発
見
に
よ

っ
て
、
右

の
分
類
ω
②
の
仏
典
四
七
点
と
③
の

『
蒙
求
』
「戒
牒
」
等
八
点
の
印
刷
物
が
知

ら
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
し
か
も
そ
の
な
か
に
は
、

燕
京
仰
山
寺
前
楊
家
印
造

(『上
生
経
科
文
』、
統
和
八
年
ー
九
九
〇
)

燕
京
雛
暦
日
趙
安
俊
井
長
男
次
男
同
雛
記

(『妙
法
蓮
華
経
』
巻
四
甲
、
統
和
二
十
年
11
一
〇
〇
二
頃
)

燕
京
檀
州
街
顕
忠
坊
門
南
頬
住
漏
家
印
造

(『妙
法
蓮
華
経
』
巻
四
丙
、
太
平
五
年
ー

一
〇
二
五
)

の
刊
記
が
み
ら
れ
る
。
も
と
よ
り
楊
家
、
趙
家
父
子
、
薦
家
は
燕
京
で
営
業
す
る
民
間
の
印
刷
業
者
で
あ
る
。
し
か
も
、
趙
安
俊
父
子
の

肩
書
に
は

「離
暦
日
」
と
あ

っ
て
、
彼
ら
は
仏
書
だ
け
で
な
く
暦
の
印
刷
も
行
な

っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
す
で
に
唐
代
か
ら
、
暦
の
印
刷

は
国
家
の
所
管
で
あ

っ
て
、
民
間
で
勝
手
に
印
刷
す
る
こ
と
は
厳
禁
さ
れ
て
い
た
。
趙
家
の
場
合
も
政
府

の
御
用
達
で
あ

っ
た
と
み
ら
れ



る
。

つ
ま

り

、

暦

の
印
刷

の
方

が
本

業

で
あ

っ
て

、

そ

の
仕
事

の
合

間

に
仏

書

も

扱

う

と

い
う

も

の
で

あ

っ
た

ろ

う
。

同
様

の
例

は

、

出

・
常
順
氏
所
蔵
ト
ル
フ
ァ
ン
出
土

『
弥
勒
下
生
経
』

の
刊
記
に
も
み
ら
れ
菊

こ
う
し
空

○
・

=

世
紀

の
私
版
の
印
刷
物
は
・
宋
代

で
も
遺

っ
て
い
る
も
の
は
わ
ず
か
し
か
な
い
。
し
た
が

っ
て
、
こ
れ
ら
は
中
国
印
刷
文
化
史
上
、
極
め
て
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
ま
た
、

当
時
の
燕
京
が
、
洛
陽
等
に
劣
ら
ぬ
文
化
都
市
で
あ

っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
も
あ
る
。

発
見
文
物
中
に
は
、
仏
教
典
籍
の
ほ
か
に
も
、
「
玉
泉
寺
菩
薩
戒
壇
所
牒
」
「応
州
当
寺
沙
門
祈
福
願
文
」
「僧
光
章
為
売
常
住
什
畜
状
」

な
ど
、
教
団
の
社
会
経
済
に
関
わ
る
興
味
深
い
文
書
が
あ
る
。
た
だ
こ
れ
ら
は
後
考
に
ま
ち
、
本
稿
で
は
取
り
上
げ
な
い
。

二

『
契
丹
蔵
』
に

つ
い
て

新出資料よりみた遼代の仏教
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応
県
木
塔
発
見
の
仏
教
文
物
の
な
か
で
最
大
の
収
穫
は
、
何
と
い

っ
て
も

『
契
丹
蔵
』
零
巻
が
見
出
さ
れ
た
こ
と
で
あ

る
。
遼
代
に
大

蔵
経
が
雛
造
さ
れ
た
こ
と
は
文
献
の
上
で
は
早
く
か
ら
知
ら
れ
て
い
た
が
、
実
物
は
遺
存
し
て
い
な
か
っ
た
。
西
域
で
そ
れ
ら
し
き
経
巻

断
片
は
発
見
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
が

『
契
丹
蔵
』
で
あ
る
と
の
確
証
は
な
か

っ
た
。
も

っ
と
も
、
そ
の
雛
造
年
代
や
蔵
経
の
組
織
等
に

つ
い
て
は
、
妻
木
直
良

「契
丹
に
於
け
る
大
蔵
経
雛
造

の
事
実
を
論
ず
」
(『東
洋
学
報
』
二
ー
三
、

一
九

一
二
年
)
と
い
う
有
名
な
論
文
に
よ

っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
た
。
筆
者
も
こ
れ
が
現
存
し
て
い
な
い
と
の
前
提
の
上
で
、
そ
の
版
式
は

『
開
宝
蔵
』
と
は
異
な

っ
て

一
行
十

七
字
で
あ
る
こ
と
、
唐
代
の
長
安
写
経

の
系
統
を
引
く
も

っ
と
も
標
準
的
な
蔵
経
で
あ

っ
た
こ
と
、
そ
の
千
字
文
秩
号
は
当
時
の
華
北
で

一
般
的

に
行
な
わ
れ
て
い
た
も
の
で
、
必
ず
し
も
後
晋
の
可
洪

『
新
集
蔵
経
音
義
随
函
録
』
に
依
拠
し
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
な
ど
を
論

(H
)

証
し
た
。
と
こ
ろ
が
そ
の
時
に
は
、
既
に

『契
丹
蔵
』
零
巻
が
発
見
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
最
初
の
報
告
を
載
せ
る

『
文
物
』

一
九
八

二
年
第
六
期
を
手
に
し
た
時

の
、
筆
者
が
う
け
た
衝
撃
は
大
き
か

っ
た
。
し
か
し
そ
れ
で
も
、
自
説
を
大
き
く
改
め
る
必
要
の
な
い
こ
と

が
分
か

っ
て
、
安
堵
し
た
。
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発
見
さ
れ
た
印
刷
本
の
仏
経
四
十
七
巻

の
う
ち
、
『
契
丹
蔵
』
零
巻
は
十
二
巻
と
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
判
定
の
基
準

は
千
字
文
秩
号
の

有
無

で
あ
る
。
そ
の
な
か
に
統
和
二
十

一
年

(
一
〇
〇
三
)
道
課
の
題
記
が
あ
る

『
称
讃
大
乗
功
徳
経
』

一
巻

(女
字
号
)
が
含
ま
れ
て
い
た
。

そ
こ
で
、
『契
丹
蔵
』
は
興
宗
朝

(
一
〇
三
一
ー

一
〇
五
五
)
か
ら
道
宗
朝

(
一
〇
五
五
ー

一
一
〇

一
)
に
か
け
て
離
造
さ
れ
た
と
す
る
従
来
の

説
は
誤
り
で
あ

っ
て
、
聖
宗
朝

(九
八
ニ
ー

一
〇
三

一
)
に
遼
の
南
京
11
燕
京
で
雛
印
が
始
ま

っ
た
の
で
あ
り
、

こ
の
刊
経
は
国
内
に
現
存

(12

)

す
る
最
古
の
大
蔵
経
刊
本
で
あ
る
と
、
最
初
の
報
告
で
解
説
さ
れ
た
。

こ
れ
が
正
し
い
と
す
れ
ば
、
『契
丹
蔵
』
の
雛
印
年
代
は
四
、

五

十
年
も
遡
ら
せ
る
こ
と
に
な
り
、
大
蔵
経
史
に
と

っ
て
大
き
な
修
正
と
な
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
説
に
対
し
て
中
国
社
会
科
学
院
世
界
宗

(
13
)

教
研
究
所
の
羅
畑
氏
が
異
論
を
唱
え
た
。
彼
に
よ
れ
ば
、
『
称
讃
大
乗
功
徳
経
』
は
そ
の
題
記
か
ら
み
て
も
道
譲
の
私
刻
本
で
あ
る
。
『
契

丹
蔵
』
は
勅
命
に
よ

っ
て
雛
印
さ
れ
た
官
版
で
あ

っ
て
、
そ
の
な
か
に
私
人
の
題
記
を
加
え
る
こ
と
は
な
い
。
ま
た
十
二
巻
中
、
こ
の
経

巻
と

『
妙
法
蓮
華
経
』
巻
二
と
は
、
版
式
が
他
の
経
巻
と
異
な

っ
て
お
り
、
千
字
文
峡
号
が
刻
さ
れ
て
い
て
も

『
契
丹
蔵
』
と
は
い
え
ず
、

前
代

の
蔵
経
の
覆
刻
で
あ
ろ
う
と
し
た
。
さ
ら
に
、
道
宗
の
避
誰
が
な
い
こ
と
を
根
拠
に

『
契
丹
蔵
』
が
聖
宗
朝
の
雛
印
と
い
う
こ
と
に

は
な
ら
な
い
と
し
て
、
従
来
の
興
宗
重
煕
年
間
に
始
ま
り
道
宗
威
雍
四
年

(
一
〇
六
八
)
に
完
成
し
た
と
の
説
を
支
持
し
た
。
こ
れ
に
対
し

(14

)

て
、
当
文
物
整
理
組
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
張
暢
耕
、
畢
素
娼
の

「論
遼
朝
大
蔵
経
的
離
印
」
で
は
、
羅
氏
論
文
は
引
用

し
な
い
が
、
『称

讃
大
乗
功
徳
経
』
が
私
刻
本
で
あ
る
こ
と
は
認
め
る
。
し
か
し
、

一
介
の
沙
門
が
官
版
大
蔵
経
の
離
印
頒
布
以
前
に
、
千
字
文
秩
号
を
付

し
た
経
典
を
単
刻
す
る
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
の
で
い
官
版
大
蔵
経
が
先
に
あ

っ
て
、
道
誕
は
そ
れ
を
覆
刻
し
た
と
推
測
す
る
。
つ
ま
り
、

(
15

)

統
和

二
十

一
年
以
前
に

『
契
丹
蔵
』

の
雛
印
が
始
ま
っ
た
と
す
る
の
で
あ
る
。
つ
い
で
、
羅
氏
は
再
び
こ
の
問
題
を
取
り
上
げ
、
右
の
主

張
を
納
れ
て
、
『契
丹
蔵
』
に
は

「統
和
本
」
と

「重
熈
-
威
雍
本
」
の
両
種
が
あ

っ
た
と
、
自
説
の
修
正
を
行
な

っ
た
。
最
後
に
、
決

定
版

と
も
い
う
べ
き

『
秘
蔵
』
で
は
、
『
称
讃
大
乗
功
徳
経
』
を
道
課
の
私
刻
本
で
あ
る
こ
と
は
認
め
る
が
、

そ
れ
以
前
の
統
和
年
間
に

『契
丹
蔵
』
が
存
在
し
た
と
の
主
張
は
取
り
下
げ
て
お
ら
ず
、

前
述
の
ご
と
く
、

「遼
蔵
単
経
」

は
や
は
り
十
二
巻
と
し
て
い
る
の
で
あ

る
。
張
暢
耕
氏
は
さ
ら
に
、
「《
龍
寵
手
鏡
》
与
遼
朝
官
版
大
蔵
経
」
(『中
国
歴
史
博
物
館
館
刊
』
一
五
-

一
六
、

一
九
九

一
年
)を
著
し
て
、
聖
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宗
朝
雛
印
説
を
補
強
し
た
。

(
16

)

こ
れ

に
対
し
て
、
『金
蔵
』
の
研
究
者
で
あ
る
李
富
華
氏
は
、
羅
氏
の
第
二
論
文
を
挙
げ
て
、
そ
の
決
論
に
は
従
い
が
た
い
と
す
る
。

ま
た
、

田
村
実
造
氏
も
、
当
時
の
政
治
的
経
済
的
情
勢
か
ら
み
れ
ば
、
聖
宗
朝
に
大
蔵
経
が
編
纂
離
印
さ
れ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
と
す

(17
)
る
。と

こ
ろ
で
、
こ
れ
ま
で
の
議
論
で
問
題
と
な
る
の
は
、
千
字
文
候
号
を
付
し
た
も

の
は
す
べ
て
蔵
経
本
で
あ
る
の
か
ど
う
か
、
蔵
経
本

で
あ
る
と
し
て
も
、
そ
れ
ら
が
す
べ
て

『
契
丹
蔵
』
零
巻
な
の
か
ど
う
か
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
先
ず
、
そ
の
点
を
検
討
し
て
み
た
い
。

幸
い

『
秘
蔵
』
に
は
発
見
経
巻
全
部
の
図
版
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
そ
う
し
た
検
討
が
可
能
に
な

っ
た
。
そ
こ
で
千
字
文
峡
号
を
付

し
た

「遼
蔵
単
経
」
十
二
巻
を
細
か
く
み
て
い
く
と
、
版
式
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ

っ
て
、
す
べ
て
が
同

一
の
蔵
経
本
と
は
認

め
が
た
い
の
で

あ
る
。
試
み
に
、
十
二
の
経
巻
を
版
式
ご
と
に
分
類
す
る
と
、
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。
な
お
判
定
の
基
準
と
し
て
、
a
毎
版

の
行
数
と

一

行
の
字
数
、
b
刻
版
記
号

(経
名
と
巻
数

・
丁
数

・
千
字
文
峡
号
)、
c
紙
背
印
記
、
朱
点
の
有
無
等
を
記
す
。

各
経
巻
は
じ
め
の
数
字
は
、

『
秘
蔵
』
の
整
理
番
号
で
あ
る
。

第

一
類

一

『大
方
広
仏
華
厳
経
』

(六
+
華
厳
)
巻
第
四
十
七

a
二
十
七
行
十
七
字
、
b
華
厳
四
十
七

・
丁
数

・
垂
、

c
「宝
厳
」
朱
印
。

七

『大
法
炬
陀
羅
尼
経
』
巻
第
十
三

a
二
十
七
行
十
七
字
、
b
大
法
炬
陀
羅
尼
十
三

・
丁
数

・
靡
、
c
「神
坂
雲
泉
院
蔵
経
記
」

朱
印
、
扉
画
。

九

『中
阿
含
経
』
巻
第
三
十
六

a
二
十
七
行
十
七
字
、
b
中
阿
含
経
三
十
六

・
丁
数

・
清
、
c
「神
披
雲
泉
院
蔵
経
記
」
朱
印
、

扉
画
。

以
上

の
三
巻
は
と
も
に
紙
背
に
蔵
経
印
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
大
蔵
経
の
は
な
れ
本
で
あ
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
も
と
前
者
は
宝
厳
院
、

後
二
者
は
神
披
雲
泉
院
の
経
蔵
に
あ

っ
た
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
『
秘
蔵
』
図
版
三
に
は
、
修
復
後
の
経
巻
十

一
軸

の
写
真
を
掲
げ
る
。
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そ
れ
を
み
る
と
、
こ
の
三
巻
に
は
巻
物
の
外
題
の
題
籏
が
残

っ
て
お
り
、
そ
の
版
式
も
同
じ
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ

っ
て
も
、
こ
の
三
巻
が

同

一
の
蔵
経
本
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

第
二
類

八

『大
方
便
仏
報
恩
経
』
巻
第

一

a
二
十
七
行
十
七
字
、
b
報
恩
経

一
・
丁
数

・
欲
字
号
、
c
な
し
。

一
〇

『阿
砒
達
磨
発
智
論
』
巻
第
十
三

a
二
十
七
行
十
七
字
、
b
発
智
論
十
三

・
丁
数

・
弟
字
号
、
c
な
し
。

以
上
の
二
巻

の
特
徴
は
、
千
字
文
秩
号
が
欲
字
号
、
弟
字
号
と
い
う
よ
う
に
丁
寧
な
標
記
に
な

っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
形
式
は

『開

宝
蔵
』
系

の
も
の
と
同
じ
で
あ
り
、
そ
れ
に
な
ら

っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
そ
の
他
の
版
式
は
第

一
類
と
変
わ
ら
な
い
。

第
三
類
=

『仏
説
大
乗
聖
無
量
寿
決
定
光
明
王
如
来
陀
羅
尼
経
』

一
巻

a
二
十
七
行
十
七
字
、

b
大
乗
無
量
寿
陀

羅
尼
経

・
丁
数

・

刻
、
c
な
し
。

一
二

『
一
切
仏
菩
薩
名
集
』
巻
第
六

a
二
十
八
行
十
二
至
二
十

一
字
、
b
仏
菩
薩
名
集
六

・
丁
数

・
勿
、
c
な
し
。

一
一
は
宋
の
法
天
訳
で
、
「刻
」
字
は
千
字
文

の
第
五
二
七
番
目
、

一
二
は
遼
の
徳
雲

・
非
濁
撰
で
、
「勿
」
字
は
第
五
六
四
番
目
で
あ

り
、

い
ず
れ
も
追
雛
部
分

の
経
典
に
属
す
る
。
版
式
は
ほ
ぼ
第

一
類
第
二
類
に
等
し
く
、
や
は
り
蔵
経
本
と
認
め
ら
れ
る
。

以
下
の
諸
経
は
、
版
式

の
違
い
の
大
き
い
も
の
で
あ
る
。
あ
わ
せ
て
第
四
類
と
す
る
。

第
四
類

二
～
四

『大
方
広
仏
華
厳
経
』

(八
十
華
厳
)
巻
第
二
十
四
、
第
二
十
六
、
第
五
十

一
、
a
二
十
八
行
十
五
字
、
b
華
厳
経
二
十
四
、

二
十
六
、
五
十

一
・
丁
数

・
愛
、
首
、

c
朱
点
。

こ
の
三
巻
は
刻
版
記
号

の
形
式
で
は
上
記
と
同
じ
で
あ
る
が
、

一
行
十
五
字
で
あ
る
こ
と
、
上
下
界
欄
が
二
重
の
線
で
あ
る
こ
と
、
文

字
が
右
の
諸
経
に
比
べ
て
や
や
円
み
を
帯
び
て
い
る
こ
と
な
ど
の
違
い
が
み
ら
れ
る
。

つ
ま
り
、
蔵
経
本
の
形
式
は
具
え
て
い
る
も
の
の
、
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右

の
三
類
と
は
別
の
も
の
で
あ
る
。
と
く
に
、
宋
代
の
大
蔵
経
で

一
行
十
五
字
の
も
の
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
見
当
た
ら
ず
、
こ
れ
が
ど
の

大
蔵
経

の
零
巻
か
は
推
定
で
き
な
い
。
さ
ら
に
、
三
巻
と
も
朱
点
が
施
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
某
寺
の
経
蔵
に
納
め
ら
れ
て
い
た

も

の
で
は
な
く
て
、
個
人
が
読
諦
あ
る
い
は
学
習
に
用
い
て
い
た
経
巻
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
点
か
ら
、
こ
の
三
巻
は

『
契
丹
蔵
』
本
と
は

認
め
が
た
い
。

五
、
『
妙
法
蓮
華
経
』

(八
巻
本
)
巻
第
二

a
二
十
八
行
十
七
字
、
b
第
二

・
丁
数
、
c
朱
点
。

こ
の
経
典

の
上
記
三
類
と
の
大
き
な
相
違
は
刻
版
記
号
で
あ

っ
て
、
巻
数
と
丁
類
だ
け
で
千
字
文
秩
号

「在
」
字
を
記
し
て
い
な
い
。

こ
の
点

か
ら
、
羅
氏
も
は
じ
め
は
、
こ
れ
は

『
契
丹
蔵
』
本
に
あ
ら
ず
と
し
た
。
確
か
に
首
題
尾
題
下
に
は

「在
」
字
を
記
し
な
が
ら
、

毎
版
に
は
秩
号
を
記
さ
な
い
の
は
、
蔵
経
本
と
し
て
異
例
で
あ
る
。
そ
の
上
、
こ
れ
に
も
朱
点
が
施
さ
れ
て
い
て
、
仏
像

に
封
蔵
さ
れ
る

以
前
は
個
人

の
所
持
本
で
あ

っ
た
。
こ
う
し
た
点
か
ら
、
本
経
巻
も
蔵
経
本
と
す
る
に
は
大
き
な
疑
問
が
残
る
。

七
、
『称
讃
大
乗
功
徳
経
』

一
巻

a
二
十
八
行
十
六
字
、
b
丁
数
、

c
統
和
二
十

一
年
道
讃
題
記
。

前
述

し
た
問
題

の
経
巻
で
あ
る
。
『秘
蔵
』
は
、
「そ
の
用
紙
、
款
式
、
規
格
は
共
に
発
見
さ
れ
た
遼
蔵

の
零
巻
と
似

て
い
る
が
、
た
だ

形
体
が
や
や
小
さ
い
」
と
記
し
て
い
る
。
し
か
し
、
紙
の
幅
が
や
や
狭
い
だ
け
で
は
な
く
、
版
式
で
も
他
経
と
は
大
き
く
異
な

っ
て
い
る
。

先
ず
、

一
行
の
字
数
は
十
七
字
が
標
準
で
あ
る
の
に
、
本
経
巻
は
十
六
字
で
あ
る
。
第
二
に
、
秩
号

「女
」
は
首
題
下

に
刻
さ
れ
て
い
る

だ
け
で
、
刻
版
記
号
に
も
尾
題
に
も
な
い
。

つ
ま
り
、
大
蔵
経
本
で
あ
る
標
識
は
、
巻
首
の
秩
号
た
だ

一
つ
だ
け
な
の
で
あ
る
。
し
か
も

刻
版
記
号
は
、
他
経

の
よ
う
な
経
名
と
巻
数
が
な
く
、
た
だ

一
～
五
の
丁
数

の
み
刻
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
形
式
は
、
単
刻

『法
華
経
』

の

一
五
、
二

一
、
二
二
と
同
じ
で
あ
り
、
蔵
経
本
に
は
例
が
な
い
。
『秘
蔵
』
と
羅
氏
第
二
論
文
と
は
、

こ
の
経

の
刊
刻
以
前
に
遼
朝
の

官
版
大
蔵
経
の
存
在
を
推
測
す
る
。
し
か
し
、
た
と
い
こ
れ
が
大
蔵
経
の
覆
刻
本
で
あ
る
と
し
て
も
、
そ
の
原
本
が
刊
本

で
あ
る
と
決
め

(
18
)

る
こ
と
は
で
き
な
い
。

こ
れ
が
写
本
の
大
蔵
経
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
最
近
の
研
究
に
よ

っ
て
、
蔵
経
に
千
字
文
秩
号
が
つ
け
ら
れ
る

よ
う
に
な
る
の
は
、
会
昌
廃
仏
後
の
九
世
紀
後
半
ご
ろ
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な

っ
た
。
し
た
が

っ
て
、
こ
の
経

の
原
本
が
写
本
の
大
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蔵
経

で
あ
る
可
能
性
は
大
き
い
。
刻
版
記
号
が
丁
数
の
み
で
あ
る
の
も
、
写
本
に
拠

っ
た
た
め
と
も
考
え
ら
れ
る
。
要
す
る
に
、
こ
の
経

巻
は

『
契
丹
蔵
…』
の
覆
刻
本
と
み
る
こ
と
は
、
版
式
上
か
ら
否
定
的
で
あ
る
。

以
上
の
検
討
か
ら
す
る
と
、
十
二
巻
の
う
ち
、
確
実
に

『
契
丹
蔵
』
本
と
み
ら
れ
る
の
は
、
第

一
類
～
第
三
類
の
七
巻
で
あ

っ
て
、
他

の
五
巻
は

『
契
丹
蔵
』
本
そ
の
も
の
と
は
い
い
が
た
い
。
た
だ
、
第

一
類
と
第
二
類
と
の
あ
い
だ
に
も
、
刻
版
記
号
に
違
い
が
み
ら
れ
た
。

同

一
蔵
経
で
あ
れ
ば
、

そ
の
よ
う
な
版
式

の
違
い
は
な
い
も
の
で
あ
る
。
『契
丹
蔵
』
の
場
合
、

雛
版
の
時
期
に
よ
っ
て
記
号
の
つ
け
方

が
変
わ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
判
断
に
苦
し
む
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
点
や
や
疑
問
は
残
る
。
そ
こ
で
、
最
も
典
型
的
な

『
契
丹
蔵
』
本

と
な

る
と
、
第

一
類
の
三
巻
で
あ
り
、
こ
れ
ら
が
今
後
の
版
経
判
定
の
基
準
と
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

『
契
丹
蔵
』
聖
宗
朝
雛
印
説
の
い
ま

一
つ
の
論
拠
は
、

聖
宗
の
統
和
年
間
に
活
躍
し
た
学
僧
詮
明
が
、

皇
帝
の
勅
命

に
よ

っ
て
経
録
を

再
定
し
、
『続
開
元
釈
教
録
』
三
巻
を
編
集
し
た
こ
と
、

統
和
五
年

(九
八
七
)
に
詮
明
の
勧
め
で
希
麟
が

『
続

一
切
経
音
義
』
を
撰
述
し

た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
大
蔵
経
雛
印
の
準
備
作
業
で
あ
り
、
雛
印
の
傍
証
で
あ
る
と
す
る
。
し
か
し
経
録
や
音
義

の
編
纂
が
大
蔵
経

の
編
纂
と
直
接
結
び
つ
く
も
の
で
は
な
い
。
た
と
い
そ
れ
が
大
蔵
経
の
整
備
の
た
め
で
あ

っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
大
蔵
経
が
雛
印
さ
れ
る

と
は
限
ら
な
い
。
当
時
で
あ
れ
ば
、
む
し
ろ
写
本
で
あ

っ
た
可
能
性
が
高
い
。
し
た
が

っ
て
、
こ
れ
も
確
か
な
根
拠
に
は
な
ら
な
い
の
で

あ
る
。
そ
れ
で
は
、
妻
木
論
文
以
来
の
興
宗
朝
開
始
説
は
ど
う
か
。
そ
の
論
拠

の
第

一
は
、
覚
苑

『
大
日
経
義
釈
演
密
紗
』

の
序
文
に
み
え
る

次
の
記
事
で
あ
る
。

お
よ

も
と

我
が
大
遼
興
宗
の
御
宇
に
泊
ん
で
、
蔵
教
を
弘
め
ん
と
志
し
、
遡
遽
に
及
ぼ
さ
ん
と
欲
す
。
勅
し
て
尽
く
離
鍍
せ
し
め
、
人
を
須
め

て
詳
勘
せ
し
む
。
覚
苑
特
に
論
旨
を
承
け
て
、
添
く
も
校
場
に
預
る
。
因

っ
て
群
詮
を
採
り
、
斯
の
本
を
訪
獲
せ
り
。
今
上

(道
宗
)

(
19
)

統
を
継
ぎ
、
清
寧
五
年

(
一
〇
五
九
)
勅
し
て
鎭
板
流
行
せ
し
む
。

こ
れ
は

『
契
丹
蔵
』

の
雛
造
を
伝
え
る
最
も
明
確
な
文
献
資
料
で
あ
る
。
覚
苑
自
ら
校
場
に
預

っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
疑
う
余
地
は
な
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い
で
あ

ろ
う
。

第
二
の
資
料
は
、
「大
金
西
京
大
華
厳
寺
重
修
薄
伽
蔵
経
記
」
で
あ

っ
て
、

こ
れ
に
は
唐
代
に
お
け
る
経
録
編
纂
を
述
べ

た
の
ち

に
、

こ
こ
に
有
遼
の
重
煕
間
に
及
び
、
復
た
校
正
を
加
え
、
通
制
し
て
五
百
七
十
九
秩
と
為
す
。
則
ち
太
保
大
師
の

『
入
蔵
録
』
有
り
て
、

(
20
)

具

さ
に
之
を
載
す
。

と
、
興
宗
の
重
煕
年
間

(
一
〇
三
二
～
一
〇
五
五
)
に
経
録

の
校
正
が
行
な
わ
れ
、
通
じ
て
五
百
七
十
九
秩
に
な

っ
た
と
あ

る
。
『契
丹
蔵
』

が
五
百
七
十
九
秩
で
あ

っ
た
こ
と
は
、
志
延

「陽
台
山
清
水
院
創
造
蔵
経
記
」
に
も
、

威
雍
四
年
三
月
四
日
…
…
及
び
同
志
を
募

っ
て
助
辮
し
大
蔵
経
を
印
す
る
こ
と
、
凡
そ
五
百
七
十
九
秩
、
内
外
蔵
を
創

っ
て
之
を
寵

(
21

)

措
す
。

と
あ

る
こ
と
で
証
明
さ
れ
る
。
後
者
の
文
末
に
は

「燕
京
右
街
検
校
太
保
大
卿
大
師
賜
紫
沙
門
覚
苑
」
ら
の
署
街
が
あ
り
、
前
者

の

『
入

蔵
録
』
を

つ
く

っ
た
太
保
大
師
も
覚
苑
と
み
ら
れ
る
。
し
た
が

っ
て
、
こ
の

『
入
蔵
録
』
こ
そ
、
大
蔵
経
雛
造
の
た
め
に
編
纂
さ
れ
た
も

の
な

の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
前
述
の
ご
と
く
、
房
山
石
経

の
な
か
で
千
字
文
秩
号
を
付
け
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
重
煕
十
三
年

(
一
〇
四

四
)
か
ら
で
あ
る
こ
と
も
、
経
録
の
校
正
、
大
蔵
経
雛
造
と
密
接
な
関
係
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

つ
ま
り

『
契
丹
蔵
』

の
雛
造
は
重
煕
年

間
、
そ
れ
も
十
年
以
前
の
早
い
時
期
に
始
ま

っ
た
と
推
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
れ

で
は
、
雛
造
完
成
の
年
は
い
つ
で
あ
ろ
う
か
。
お
よ
そ
官
版
大
蔵
経
の
場
合
は
、
豊
富
な
資
金
と
人
力
と
を
投
入
す
る
の
で
、
そ

れ
ほ
ど
長
い
年
月
を
要
し
な
い
も
の
で
あ
る
。
宋
初

の

『開
宝
蔵
』
は
、
四
百
八
十
秩
十
三
万
余
版
を
わ
ず
か
五
、
六
年
で
完
成
し
て
い

る
。
神
尾
弍
春
氏
は
、
「興
中
府
安
徳
州
創
建
霊
巌
寺
碑
銘
井
序
」
に
、

重
和
二
十
二
年
、
寺
僧
潜
奥
有
り
、
悟
開
上
人
と
浄
財
を
鳩
集
し
、
信
士
を
締
結
し
て
、
邑
人
サ
節
…
…
等
と
経

一
蔵
を
購
い
、
用

(
22

)

っ
て
流

通

を

広

む

。

二

十

四
年

、
九

聖
殿

を
建

て

、

以

て
竈

置

せ
り

。

と
あ

る
の
を
引
い
て
、
「重
和
は
重
煕
の
誤
り
」
ー

実
は
天
柞
帝
の
誰
を
避
く
ー

で
あ
り
、
「丹
蔵
が
重
熈
二
十
二
年
以
前
に

一
応

の



14新出資料よ りみた遼代の仏教

(
23
)

完
成
を
終

っ
て
居
り
、
そ
れ
が
購
入
さ
れ
て
安
置
を
見
た
も
の
と
思
は
れ
る
」
と
記
す
。
『
開
宝
蔵
』
の
例
か
ら
み
て
、
そ
の
推
測
は
誤

っ

て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
時
点
で
五
百
七
十
九
咲
す
べ
て
が
完
成
し
た
の
で
は
な
い
。
房
山
石
経
で
最
後
の
千
字
文
秩
号

(
24
)

「寧
」
を
付
す

『
釈
摩
詞
術
論
』
(金
刻
)
は
、

法
悟

「釈
摩
詞
衛
論
賛
玄
疏
序
」
に
よ

っ
て
、
道
宗

の
清
寧
八
年

(
一
〇
六
二
)
勅
旨
を
も

っ
て
入
蔵
流
通
せ
し
め
ら
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

「寧
」
字
は
千
字
文

の
第
五
六
八
番
で
あ
る
。

そ
の
後
も
追
加
入
蔵
が
行
な
わ
れ
、

最
終
的
に
五
百
七
十
九
秩
全
部
が
雛
印
さ
れ
た
の
は
、
前
掲

「陽
台
山
清
水
院
創
造
蔵
経
記
」
に
記
す
威
雍
四
年

(
一
〇
六
八
)
で
あ

っ
た
。

「寧
」
峡
以
後
、
第
五
七
九
番
の

「滅
」
秩
に
い
た
る
十

一
秩
は
房
山
石
経
に
閾
け
て
い
る
が
、
張

・
畢
論
文
は
、
慧
琳

『
一
切
経
音
義
』

(
25

)

一
百
巻
十
秩

(晋
～
途
)
と
聖
文
神
武
容
孝
皇
帝

(道
宗
)
御
製

『
大
方
広
仏
華
厳
経
随
品
賛
』
十
巻

一
秩

(滅
)
と
す
る
。
妥
当
な
推
定
で

あ
ろ
う
。

『
契
丹
蔵
』
完
成
後
も
、

勅
旨
を
う
け
て
校
勘
雛
印
が
行
な
わ
れ
た
。

そ
の
こ
と
は
、
新
出
の

『
釈
摩
詞
術
論
通
賛
疏
』
巻
第
十
及
び

『釈
摩
詞
宿
論
通
賛
疏
科
』
巻
下
の
各
巻
末
の
同

一
刊
記
に
よ

っ
て
知
ら
れ
る
。
両
書
は
と
も
に
守
藤
の
撰
述
で
あ
る
。

威
雍
七
年
十
月

日
燕
京
弘
法
寺
奉

宣
校
勘
雛
印
流
通

殿
主
講
経
覚
慧
大
徳
臣
沙
門
行
安
勾
当

都
勾
当
講
経
詮
法
大
徳
臣
沙
門
方
矩
校
勘

右
街
天
王
寺
講
経
論
文
英
大
徳
賜
紫
臣
沙
門
志
延
校
勘

印
経
院
判
官
朝
散
郎
守
太
子
中
舎
饒
騎
尉
賜
緋
魚
袋
臣
韓
資
睦
提
点

(26
)

こ
の
刊
記
に
み
え
る
人
名
の
う
ち
、
伝
記
が
分
か
る
の
は
志
延
で
あ
る
。

「為
先
師
志
延
造
経
憧
記
」
に
よ
る
と
、
彼
は
俗
姓
高
氏
、
河

北
の
高
陽
郡
決
水
県
水
束
里
の
人
、
二
十
四
歳
出
家
、
二
十
七
歳
受
具
し
、
戒
行
孤
高
に
し
て
大
小
乗
に
通
達
し
た
。
乾
統
八
年

(
一
一

〇
八
)
五
十
九
歳
で
示
寂
し
た
と
い
う
。
撰
文
に
、
前
掲

「陽
台
山
清
水
院
創
造
蔵
経
記
」
の
ほ
か
、
大
安
九
年

(
一
〇
九
三
)
撰
述

の

「陳
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公
山
観
鶏
寺
碑
記
」
が
あ
り
、
そ
の
肩
書
に
も

「燕
京
右
街
天
王
寺
講
経
律
論
、
前
校
勘
法
師
」
と
あ
る
。
す
な
わ
ち
彼
は
少
な
く
と
も

(
27
)

二
十
余
年
間
、
燕
京
の
名
刹
天
王
寺
に
住
し
た
学
僧
で
あ

っ
た
。
た
だ
し

「前
校
勘
法
師
」
と
記
す

の
で
、
大
安
九
年

に
は
校
勘
の
任
を

下
り
て
い
た
の
で
あ
る
。
印
経
院
判
官
の
韓
資
睦

の
伝
は
不
明
だ
が
、
遼
初
に
南
府
宰
相
と
し
て
漢
地
統
治

の
た
め
に
は
た
ら
い
た
韓
延

徽

の
子
孫
と
み
ら
れ
る
。
延
徽
四
代
の
孫
に
資
謙
が
お
り

(『遼
史
』
巻
七
四
)、
資
睦
は
そ
れ
と
同

一
排
行
の
人
で
あ
ろ
う
。

こ

の
刊
記
は
、

中
国

の
研
究
者
は
あ
ま
り
注
目
し
て
い
な
い
が
、
『
契
丹
蔵
』
雛
造
に
関
す
る
極
め
て
重
要
な
資
料
で
あ
る
。

こ
れ
に

よ
っ
て
、
威
雍
七
年

(
一
〇
七

一
)
に
印
経
院
が
燕
京

の
弘
法
寺
に
置
か
れ
て
い
て
、
勅
命
に
よ

っ
て
遼
僧

の
著
作
が
校
勘
雛
印
さ
れ
て
い

た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
弘
法
寺
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
金
代
に
山
西
か
ら
送
ら
れ
て
き
た

『金
蔵
』

の
版
木
が
蔵
置
さ
れ
、
元
初
ま
で
修

補
と
印
経
が
行
な
わ
れ
、
世
祖
至
元
年
間
に
は
そ
れ
を
修
補
し
た

『
弘
法
蔵
』
が
つ
く
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
れ
が
既
に
遼
代
か
ら

大
蔵
経
ゆ
か
り
の
寺
で
あ

っ
た
と
い
う
の
は
、
は
な
は
だ
興
味
深
い
こ
と
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
『
契
丹
蔵
』
本
体
も
、

こ
こ
で
雛
印
さ

れ
た
に
ち
が
い
な
い
。
前
述
の
覚
苑
が
預

っ
た
校
場
と
い
う
の
も
こ
の
印
経
院
の
こ
と
で
あ
り
、
彼
は
恐
ら
く
志
延
の
前
任
者
で
あ
ろ
う
。

印
経
院

は
、
宋
で
は
太
平
興
国
八
年

(九
八
三
)
に
伝
法
院

(訳
経
院
の
改
称
)
の
西
に
創
設
さ
れ
、
成
都
か
ら
送
ら
れ
て
き
た

『
開
宝
蔵
』

版
の
印
刷
と
、
そ
の
後
に
入
蔵
さ
れ
た
経
典
の
雛
印
を
行
な

っ
た
。
遼
の
印
経
院
が
宋
の
そ
れ
に
な
ら

っ
た
も
の
で
あ

る
こ
と
は
、
い
う

ま
で
も
な
か
ろ
う
。

『
契
丹
蔵
』

の
印
刷
は
、
遼
末
ま
で
つ
づ
い
た
。

国
内
で
は
、
「劉
承
遂
墓
誌
」
に
天
柞
帝
の
天
慶
三
年

(
=

=
二
)、
維
那
に
充
て
ら

(
28
)

れ
た
劉
承
遂
が

「大
蔵
経
全
て
を
粧
印
し
た
」
と
あ
る
の
が
、
文
献
に
表
わ
れ
る
最
後
で
あ
る
。
国
外
で
は
、
た
び
た
び
高
麗
に
賜
与
し

て
い
る
が
、
最
初
の
清
寧
九
年

(
一
〇
六
三
)
の
は
不
全
本
と
み
ら
れ
、
威
雍
八
年

(
一
〇
七
二
)
「高
麗
に
仏
経

一
蔵
を
賜
う
」
(『遼
史
』
巻

二
十
三
)
と
あ
る
の
が
、
完
成
し
た

『
契
丹
蔵
』
で
あ
る
。

そ
し
て
、
保
大
二
年
即
ち
高
麗
容
宗
十
七
年

(
一
=

三
)
、
「慧
照
が
遼
蔵
三

か

(29

)

部

を
市

っ
て
帰

っ
た

」

(『
一二
国
遺
事
』
巻

三
)

の

が
最

後

で
あ

る
。

遼

は

そ

の
後

三

年

で

滅

亡

し

た
。

こ

の
こ
と

か

ら

、

印

経

院

は
滅

亡

直

前

ま

で
活

動

し

て

い
た

こ
と

が

う

か

が

わ

れ

る

。
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要
す
る
に
、
『契
丹
蔵
』
の
雛
印
は
興
宗
重
煕
年
間
の
早
い
時
期
か
ら
始
め
ら
れ
、

二
十
年
ご
ろ
に
は
主
要
部
分
、

例
え
ば

『開
元
釈

教
録
』
四
百
八
十
秩
な
ど
は
終

っ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
そ
の
後
も
追
雛
が
つ
づ
け
ら
れ
て
、
五
百
七
十
九
秩
の
全
蔵

の
雛
印
が
完
了
し

た
の
は
、
道
宗
威
雍
四
年
三
月
の
こ
と
で
あ

っ
た
。
雛
印
は
燕
京
の
弘
法
寺
に
置
か
れ
た
印
経
院
で
行
な
わ
れ
た
。
印
経
院
で
は
そ
の
後

遼
僧

の
著
作
を
校
勘
雛
印
し
、
『
契
丹
蔵
』

の
印
刷
は
遼
末
ま
で
行
な
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
新
出
仏
典
中
に
は
、
写
本

の

『成
唯

識
論
』
巻
第

一
(四
八
)

「尽
字
号
」
が
あ
り
、

紙
背
に

「応
州
延
福
寺
蔵
」

の
朱
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

『
秘
蔵
』
が
指
摘
す
る

よ
う

に
、
こ
れ
は
遼
代
早
期
の
写
本
蔵
経
の
零
巻
で
あ

っ
て
、
刊
本
よ
り
早
い
も
の
と
み
ら
れ
る
。

三

新
出
章
疏
類
を
め
ぐ

っ
て

木
塔
発
見
の
文
物
の
な
か
で
、
仏
経
以
外
に
重
要
な
典
籍
と
し
て
、
仏
典
の
注
釈
書
す
な
わ
ち
章
疏

の
類
が
あ
る
。

こ
れ
に
も
刊
本
と

写
本

と
が
あ
り
、
古
逸
の
も
の
も
多

い
。
そ
の
一
々
に
つ
い
て
の
解
説
は

『
秘
蔵
』
に
ゆ
ず
り
、
本
稿
で
は
特
に
注

目
さ
れ
る
も
の
の
み

取
り
上
げ
る
こ
と
と
す
る
。

-

華
…厳
関

係
出早
疏

章
疏
類

の
な
か
で
特
に
目
立

つ
の
は
、
華
厳
関
係

の
典
籍
が
多
い
点
で
あ
る
。
先
ず
、
唐

の
澄
観

の
著
作
で
は
、
刊
本
の

『
大
方
広
仏

華
厳
経
疏
』
巻
第
四
下
と

『
大
方
広
仏
華
厳
経
随
疏
演
義
紗
』
(以
下

『随
疏
演
義
砂
』
と
い
う
)
残
四
巻
と
が
あ
る
。
な

か
で
も
重
要
な
の

は
後
者
の
方
で
あ
る
。
『
秘
蔵
』
に
よ

っ
て
、
各
巻

の
特
徴
を
挙
げ
よ
う
。

三
五

巻
第

一
上

毎
版
三
十
行
行
二
十
字
、
避
誹
、
巻
尾
に
朱
書

「源
州
宝
厳
寺
僧
可
救
」
、
朱
筆
点
読
記
号
、
『
大
正
蔵
』
巻
三

山バ
ー
a
～
蛎
b
。
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三
六

巻
第

一
下

毎
版
三
十
行
行
二
十
字
、
避
諜
、
紙
背
に
朱
印

(印
文
不
明
)
、
朱
筆
点
読
記
号
、
『
大
正
蔵
』
巻
三
六
15
b
～

27
b
。

三
七

巻
第
五
上
半

(首
鉄
)

毎
版
三
十
行
行
二
十

一
字
至
二
十
二
字
、
無
避
諜
、
尾
題
下
に

「書
」
の
刻
字
、
朱
筆
点
読
記
号
、

『
大
正
蔵
』
巻
三
六
m
b
～
伽
a
。

三
八

巻
第
五
上

(首
訣
)

毎
版
三
十
行
行
二
十
字
、
避
誰
、
尾
題
下
に

「顕
処
厳
寛
」
の
刻
字
、
『
大
正
蔵
』
巻
三
六
卿
a
～
伽
a
。

版
式
と
避
誰
の
有
無
か
ら
み
て
、

四
巻

の
う
ち
三
七
の
み
異
版
で
あ
る
。

他
の
三
巻
は
同
版
で
、
「億
、
光
、
明
、
賢
、
真
」
の
字
を

鉄
筆
す
る
。

「真
」
は
興
宗

の
誰
宗
真
を
避
け
た
も

の
。

た
だ

『秘
蔵
』
五
七
頁
に
指
摘
す
る
よ
う
に
、
興
宗
の
重
熈
年
間
に
は
ま
だ
避

誰
は
行
な
わ
れ
て
い
な
か

っ
た
よ
う
で
あ
る
。
避
詳
が
い
つ
か
ら
始
ま

っ
た
か
は
、
今
後
あ
ら
た
め
て
検
討
し
な
け
れ
ぼ
な
ら
な
い
が
、

一
応
・
馨

字
の
あ
る
も
の
は
・
道
宗
朝
と
み
て
お
き
た
噂

こ
の
三
巻
よ
り
刊
刻
年
代

の
遡
る
三
七

「巻
第
五
上
半
」
の
雛
法
は
鋭
利

で
、
前
述
の
典
型
的

『
契
丹
蔵
』
本
と
よ
く
似
て
い
る
。
興
宗
時
期
に
共
通
す
る
雛
法
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
に
、
刻
版
の
先
後
は
あ

っ
て
も
、
両
者
に
内
容
上
の
違
い
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。

と

こ
ろ
で
、
『大
正
蔵
』
巻
三
六
の

『
随
疏
演
義
鉛
』
は
、
底
本
に
明
崇
禎
年
中

(
一
六
二
八
～

=
ハ
四
四
)
刊
増
上
寺
報
恩
蔵
本
を
、
校

本
に
㈲
徳
川
時
代
刊
今
津
洪
嶽
氏
本
、
②
正
慶
元
年

(
一
三
三
二
)
刊
小
野
玄
妙
氏
蔵
本

(不
全
)
を
用
い
て
い
る
。
三
本

の
う
ち
、
底
本
と

甲
本
と
は
近
く
、
乙
本
は
こ
れ
ら
と
は
字
句
に
大
き
な
違
い
が
あ
り
、
分
巻
法
も
異
な

っ
て
い
る
。
新
出

の
も
の
は
す

べ
て
乙
本
と
同
じ

で
あ
り
、
『秘
蔵
』
の
よ
う
に
崇
禎
本
と

「大
同
小
異
」
(四
〇
頁
)
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

乙
本
の
祖
本
は
、

高
麗
の
大
覚
国
師
義

天
が
雛
造
し
た
続
蔵
本
で
あ

っ
て
、
大
安
十
年

(
一
〇
九
四
)
か
ら
寿
昌
二
年

(
一
〇
九
六
)
の
三
年
間
に
開
版
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。

こ
の

刊
本
は
、

現
に
東
大
寺
図
書
館
に
全
四
十
巻
を
所
蔵
す
る
。

し
た
が
っ
て
、
版
本
系
統
か
ら
い
っ
て
も
、
『
随
疏
演
義
紗
』
は
こ
の
高
麗

続
蔵
本
を
底
本
に
す
べ
き
で
あ

っ
て
、
『
大
正
蔵
』
は
底
本
の
選
定
を
誤

っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
は
と
も
か
く
、
『
秘
蔵
』
は
、

極
め
て
重
要
な
指
摘
を
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
右

の
三
五
と
東
大
寺
所
蔵
の
洞
巻
と
な
、
「そ
の
規
格
、
文
字
は
均
し
く
こ
の
巻
と
酷
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似

し

て
お

り

、

こ

れ

は
高

麗

の
刻

工
が
遼

本

に
準

じ

て
覆

刻

し

た
精

品

で
あ

ろ
う

」

(四

一
頁
)
と

い
う

の
で

あ

る
。

確

か

に

、
『
秘

蔵
』

新出資料よりみた遼代の仏教

の
図
版
と

『東
大
寺
蔵

囎
娘
善
本
聚
英
』
(
一
九
六
八
、
東
大
寺
図
書
館
)
図
版
七
と
を
比
べ
て
み
る
と
、
同

一
の
版
か
と
思
わ
れ
る
ほ
ど
文

字

の
形
ま
で

一
致
し
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
『
秘
蔵
』

の
い
う
ご
と
く
、
高
麗
続
蔵
本
は
明
ら
か
に
遼
刊
本

の
覆
刻

と
み
て
間
違
い
な

い
。

こ
れ
は
、
東
ア
ジ
ア
文
化
交
流
史
上
、
極
め
て
意
義
深
い
事
実
で
あ
る
。
こ
れ
以
後
、
中
国
、
高
麗
、
日
本
で
数
多
く
刊
刻
あ
る
い

は
伝
写
さ
れ
、
ひ
ろ
く
読
ま
れ
る
こ
と
に
な
る

『随
疏
演
義
鉛
』
は
、
最
初
に
遼
で
開
版
さ
れ
、
そ
れ
が
高
麗
で
覆
刻

さ
れ
て
中
国
や
日

本
に
流
伝
し
た
の
で
あ
る
。
遼
の
文
化
は
東
ア
ジ
ア
文
化
圏

の
な
か
で
決
し
て
孤
立
し
た
存
在
で
は
な
く
て
、
む
し
ろ

一
つ
の
中
心
で
さ

え
あ

っ
た
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
東
大
寺
本
は
、
保
安
元
年

(
=

二
〇
)
ご
ろ
、
東
大
寺
東
南
院
覚
樹

に
よ

っ
て
舶
載
さ
れ
た
も
の
と

推
定
さ
れ
て
い
る
と
い
箆

(
32
)

遼
人
に
よ
る

『
随
疏
演
義
紗
』

の
研
究
書
と
し
て
は
、
つ
と
に
日
本
に
現
存
す
る
鮮
演

『華
厳
経
談
玄
決
択
』
が
知
ら
れ
て
い
た
が
、

新
出
文
物
の
な
か
に
も
、

五

一
『
大
方
広
仏
華
厳
経
随
疏
演
義
鉛
玄
鏡
記
』
巻
三
上
半

思
積
集
、
写
本
、
残
二
葉
、
「賢
、
真
」
歓
筆
。

が
あ

る
。
こ
れ
は

『
新
編
諸
宗
教
蔵
総
録
』
(以
下

『義
天
録
』
)
に
も
著
録
し
な
い
全
く
の
逸
書
で
あ
る
が
、
残

っ
て
い
る
の
は
冊
子
本
の

第

一
葉
第
七
葉
の
み
で
あ

っ
て
、
そ
の
内
容
を
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
は
残
念
で
あ
る
。
思
積

の
伝
も
未
詳
。
写
本

の
歓
筆
か
ら
み
て
、

道
宗

こ
ろ
の
人
で
あ
る
。
あ
る
い
は
、
学
僧
と
し
て
名
の
知
ら
れ
た
思
孝
と
同
輩
か
も
知
れ
な
い
。
ま
た
別
に
、

七

一
、
七
二

「随
疏
演
義
紗
経
題
撰
人
釈
疏
」
写
本
、
「明
」
鉄
筆
。

表
題
は
、
七
二
に
付
し
た

『
秘
蔵
』

の
題
名
に
従
う
。
二
本
と
も

『
随
疏
演
義
砂
』

の
経
題
、
撰
人
等
に
つ
い
て
の
詳
細
な
解
説
で
あ

る
。
避
誹
字
が
あ
る
の
で
、
や
は
り
道
宗
ご
ろ
の
作
と
み
ら
れ
る
。
興
味
深
い
の
は
、

八
〇

「雑
抄
」
表
裏
両
面
所
写
、
無
避
誰
。

で
あ

る
。
両
面
に
諸
経
を
雑
抄
し
た
も
の
で
あ
り
、
特
に
紙
背
後
部
に
、
京
兆
人
王
某
、
師
子
国
僧
伽
弥
多
羅
、
中
天
竺
人
功
徳
賢
、
僧



道
英

の
華
厳
経
感
応
謳
が
細
字
書
写
さ
れ
て
い
る
、
『秘
蔵
』
は
王
某
を
除
く
三
話
を
録
文
し
た
の
ち
、
「
こ
の
巻

の
仏
教

故
事
は
、
内
容

が
豊
富

で
大
量
の
遼
代
俗
文
学
資
料
を
保
存
し
、
中
国
文
学
史
上
、
頗
る
研
究
の
価
値
が
あ
る
」
と
記
し
、
こ
れ
ら
を
遼

人
の
創
作

の
ご

と
く

み
て
い
る
。
し
か
し
実
は
、
こ
れ
ら
は
す
べ
て

『
随
疏
演
義
鉛
』
巻
十
五

(乙
本
巻
四
下
、
『大
正
蔵
』
巻
三
六
、
二

五
c
～

=

六
c
)

に
載

せ
る
も
の
で
あ
り
、
文
章
も
ほ
ぼ

一
致
す
る
。
し
た
が

っ
て
、
こ
れ
ら
の
話
は

『随
疏
演
義
紗
』
か
ら
採
録
し
た

の
で
あ

っ
て
、
決

(
33
)

し
て
遼
代
文
学
資
料
と
み
な
し
う
る
も
の
で
は
な
い
。

鎌

田
茂
雄
氏
に
よ
れ
ば
、
遼
代

の
密
教
関
係
の
章
疏
に
引
用
さ
れ
る
華
厳
学
は
、
法
蔵
で
も
宗
密
で
も
な
く
て
澄
観
で
あ
り
、

「遼
代

密
教

の
思
想
形
成
の
道
具
と
し
て
・
澄
観

の
譲

を
用
い
た
」
と
い
塑

そ

つ
し
た
遼
代
に
お
け
る
譲

教
学
の
興
隆

の
状
況
は
・
こ
の

度

の
木
塔
発
見
経
巻
に
よ
っ
て
も
裏
付
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

2

慈
恩
宗
詮
明
の
著
作
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応

県
仏
塔
か
ら
発
見
さ
れ
た
遼
僧
の
著
作
で
特
に
重
要
な
の
は
、
慈
恩

(法
相
)
宗
の
学
僧
詮
明
の
章
疏
で
あ
る
。
彼

の
著
作
は

『
義
天

録
』

に
十

一
部
も
著
録
さ
れ
て
い
る
が
、
伝
存
の
も
の
は

一
部
も
な
く
、
彼
が
い
つ
の
時
代
の
人
で
あ
る
か
も
分
か
ら
な
か

っ
た
。
と
こ

ろ
が
、

一
九
三
三
年
に
山
西
趙
城
県
広
勝
寺
経
蔵
か
ら
発
見
さ
れ
た

『
金
蔵
』
の
中
に
、
『上
生
経
疏
会
古
通
今
新
抄
』

巻
二
、
巻
四
と

(
35

)

『上
生
経
疏
随
新
抄
科
文
』

一
巻
と
が
含
ま
れ
て
い
て
、
注
目
を
集
め
た
。

塚
本
善
隆
氏
に
こ
れ
ら
未
伝
章
疏
に
つ
い
て
の
考
証
が
あ
り
、

(
36
)

両
書

と
も

『
影
印
宋
蔵
遺
珍
』
に
収
め
ら
れ
た
。
し
か
し
そ
れ
で
も
、
詮
明
の
事
蹟
は
明
ら
か
で
は
な
か

っ
た
。
こ
の
度
発
見
さ
れ
た
詮

明
の
著
作
は
次
の
三
部
四
巻
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
刊
本
で
あ
る
。

四
〇

『
上
生
経
疏
科
文
』

一
巻

四
三

『
成
唯
識
論
述
記
応
新
抄
科
文
』
巻
第
三

四
四
、
四
五

『
法
華
経
玄
賛
会
古
通
今
新
抄
』
巻
第
二
、
巻
第
六
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こ

の
う
ち
、
四
〇
に
は
統
和
八
年

(九
九
〇
)
の
刊
記
が
あ
り
、
詮
明
が
聖
宗
朝
の
人
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な

っ
た
。
筆
者
は

『
文

物
』
所
載

の
第

一
撃

資
料
に
加
え
て
・
詮
明
の
藷

と
慈
恩
虐不
の
系
譜
を
た
ど

っ
た
姪

な
お
不
充
分
で
あ

っ
た
・

そ
の
後
・
前
掲
の

張

・
畢

「論
遼
朝
大
蔵
経
的
雛
印
」
は
、
特
に

一
項
を
設
け
て
詮
明
の
燕
京
に
お
け
る
事
蹟
を
考
証
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
詮
明
は
鉛

主
無
磯
大
師
と
称
し
、
燕
京
第

一
の
名
刹
関
忠
寺
に
住
し
て
、
統
和
八
年
に
は
同
寺
に
釈
迦
太
子
殿
を
創
建
し
た
。

ま
た
希
麟
に

『
続

一

切
経
音
義
』

の
撰
述
を
勧
め
、
自
ら
も

『
続
開
元
釈
教
録
』
三
巻
を
編
纂
し
た
。
さ
ら
に
興
味
深

い
の
は
、
北
京
城
南

一
百
華
里
近
く
の

大
興
県
李
河
村
に
、
元
の
至
元
九
年

(
=

一七
二
)
建
立
の

「無
擬
大
師
之
塔
」
が
現
存
す
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
ら

の
事
蹟
か
ら
、

張

・
畢
論
文
は
、
詮
明
は
五
代
の
後
唐
天
成
年
間

(九
二
六
～
九
三
〇
)
に
生
ま
れ
、
遼
の
聖
宗
統
和
末
こ
ろ

(
一
〇
=

一)
に
卒
し
た
と
推

定
す
る
。
妥
当
な
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
た
だ
そ
う
だ
と
す
る
と
、
都
合
の
悪
い
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
右
の
論
文
が

『契
丹
蔵
』
離
印

の
有
力
な
根
拠
と
す
る
、
『
釈
門
正
統
』
巻
八
に
引
く
義
天

の

「賊
飛
山
別
伝
議
」
に
み
え
る
、
次
の
文
章
で
あ
る
。

近
ご
ろ
、
大
遼
皇
帝
、
有
司
に
詔
し
て
、
義
学
沙
門
詮
暁
等
を
し
て
経
録
を
再
定
せ
し
め
、
世
に
所
謂

『
六
祖
壇
経
』
『宝
林
伝
』

(
38
)

等
、
皆
焚
か
れ
て
、
其

の
偽
妄
を
除
く
。
条
例
は
則
ち

『
重
修
貞
元
続
録
』
三
巻
中
に
、
之
を
載
せ
る
こ
と
詳
か
な
り
。

遼
が
禅
宗
典
籍
を
焚
殿
し
た
資
料
と
し
て
知
ら
れ
る
文
章
で
あ
り
、

詮
暁
は
詮
明
の
改
名
で
あ
る
こ
と
は
、
『
義
天
録
』

の

『続
開
元

釈
教
録
』
の
注
に
よ

っ
て
知
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
で
、
従
来
は
大
遼
皇
帝
を
道
宗

(妻
木
)
又
は
興
宗

(塚
本
)
と
み
な
し
た
の
に
対
し
、
右

の

論
文
は
聖
宗
で
あ
る
と
し
、
経
録
再
定
は
大
蔵
経
雛
印
の
準
備
で
あ

っ
て
、
そ
れ
は
統
和
の
初
め

こ
ろ
と
推
測
す
る
。
し
か
し
、
義
天
が

こ
の
賊
を
記
し
た
の
は
入
宋
時
、

一
〇
八
五
～
八
六
年
で
あ
る
か
ら
、
統
和
初

(九
八
三
)
こ
ろ
に
経
録
再
定

の
命
が
出
さ
れ
た
と
す
る
と
、

そ

の
間
百
年
以
上
に
も
な
る
。
そ
の
よ
う
に
古
い
事
柄
を
、
「近
ご
ろ
」
と
書
く
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
よ
り
も
、
執
筆
当
時
の
皇
帝
で
あ

る
道
宗
と
み
る
方
が
自
然
で
あ
る
。
ま
し
て
、
義
天
は
道
宗
と
親
し
く
、
書
簡
の
や
り
と
り
も
あ

っ
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
大
遼
と
尊
称
し

た

の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
大
遼
皇
帝
が
道
宗
だ
と
す
る
と
、
こ
の
時
に
詮
明
が
生
存
し
て
い
る
は
ず
が
な
い
の
で
、
詮
暁
を
別
人
と
み
る
か
、

鍼
文

に
誤
り
が
あ
る
と
み
る
か
で
あ
る
が
、
ど
う
も
後
者

の
可
能
性
が
高
い
。
恐
ら
く
、
詮
明
が

『
続
開
元
釈
教
録
』
を
著
し
た
こ
と
と
、
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前
述
の
興
宗
が
覚
苑
ら
に
経
録
を
再
定
さ
せ
た
こ
と
と
が
伝
聞
の
間
に
混
同
し
、
さ
ら
に
そ
れ
が
道
宗
の
こ
と
に
誤

っ
た

の
で
あ
ろ
う
。

と
も
あ
れ
、
詮
明
が

『契
丹
蔵
』
を
主
編
し
、
聖
宗
時
に
そ
の
雛
印
が
行
な
わ
れ
た
こ
と
は
、
こ
の
賊
文
か
ら
も
考
え
ら

れ
な
い
の
で
あ

る
。も

っ
と
も
右
の
詮
明
の
著
作
三
部
四
巻
は
、
い
ず
れ
も
聖
宗
の
統
和
年
間
に
刊
刻
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
な
か
で
も
重
要
な
の
は
、
『
法

華
経
玄
賛
会
古
通
今
新
抄
』
(以
下

『法
華
新
抄
』)
巻
二
、
巻
六
の
両
巻
で
あ
る
。
こ
れ
は
申
す
ま
で
も
な
く
、
唐

の
窺
基

『妙
法
蓮
華
経

玄
賛
』
十
巻
の
注
釈
書
で
あ
る
。

高
麗
に
伝
わ

っ
て

『
義
天
録
』
に
著
録
さ
れ
る
ほ
か
、
わ
が
入
宋
僧
成
尋
は
、
熈
寧
六
年

(
一
〇
七
三
)

(39

)

に
都
開
封
で
本
書
を
与
え
ら
れ

(『参
天
台
五
毫
山
記
』
巻
七
)、

敦
煙
文
献
中
に
は
本
書
に
附
属
す
る

『
妙
法
蓮
華
経
玄
賛
科
文
』
巻
第
二

断
簡

(℃
.
・。嵩
り
く
)
が
存
在
す
る
な
ど
、
本
書
は
東
ア
ジ
ア
の
各
地
に
伝
わ
り
、
い
わ
ば
国
際
的
に
名
の
知
ら
れ
た
書
物
で
あ

っ
た
。

そ

れ
だ
け
に
、
十
巻
中
わ
ず
か
二
巻
だ
け
で
あ

っ
て
も
、
こ
れ
が
世
に
出
た
こ
と
の
文
化
史
的
意
義
は
大
き
い
。

巻

二

全
四
十
七
紙
、
第

一
紙
は
末
尾
四
行
の
み
。
毎
紙
三
十
二
行
行
二
十
～
二
十
二
字
。

刻
版
記
号

「法
抄
二

丁
数
」。
無
避

誰
。
朱
点
あ
り
。
巻
末

「三
司
左
都
押
衙
南
粛
」
等
題
記
。
『
玄
賛
』
巻

一
の
注
釈
。

巻

六

五
十
六
紙
中
、
第
十
七
紙

(首
欠
)
以
下
存
す
。
毎
紙
三
十
二
行
行
十
八
～
二
十
三
字
。
「法
抄
六

丁
数
」。
無
避
詳
。
朱
点
。

巻
末

「雲
州
節
度
副
使
張
粛
」
等
題
記
。
『
玄
賛
』
巻
四
の
注
釈
。

両
巻

の
版
式
は
ほ
ぼ
同
じ
な
の
で
、
も
と

一
書
を
成
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。

そ
の
内
容
は
、
『
玄
賛
』
の
賛
の
部
分
を
逐
次
摘
句
し

て
、
補

注
を
施
し
た
も
の
で
、
わ
ず
か
な
が
ら
経
文
も
挙
げ
て
い
る
。
そ
の
な
か
で
目
立
つ
の
は
、
内
外
典
籍
の
引
用
文
に
長
い
も
の
が

多
く
、
ま
た
原
文
の
ま
ま
で
は
な
く
て
、
著
者
に
よ
る
節
略
が
な
さ
れ
て
い
る
場
合
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、
巻
六
ー
十
七
～
二

十

(数
字
は

『
秘
録
』
図
版
番
号
、
以
下
同
じ
)
に
、
『
大
宝
積
経
』
巻
五
十
六
の
経
文
を
七
十
行
に
わ
た
っ
て
引
用
す
る
が
、
経
文
中

の
繰
り

返
し
の
字
句
は
省
い
て
主
要
な
語
句
の
み
を
挙
げ
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
文
章
を
区
切

っ
て
著
者

の
短
い

コ
メ
ン
ト
を
挿
入
す
る
。
ま
た
巻
六

に
は
、
『
西
域
記
』
を
四
ヶ
所

(二
+
九
、
三
十
三
～
三
十
四
)
に
引
用
す
る
が
、
文
節
の
順
序
を
変
え
た
り
字
句
を
省
い
た
り
し
て
い
て
、
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原
文

の
ま
ま
で
は
な
い
。
巻
二
の
鳩
摩
羅
什
伝

(二
十
七
)、
道
安
伝

(
二
十
九
)
な
ど
は
、
『高
僧
伝
』
に
拠
り

つ
つ
も
著
者
自
ら
の
文
章

で
記
述
さ
れ
て
い
る
。

と
く
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
い
わ
ゆ
る
外
典
の
引
用
で
あ
る
。
引
用
の
順
に
そ
の
書
名
を
掲
げ
る
と
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

a

『
爾
雅
』
巻
下

「釈
草
」
(巻
ニ
ー
十
七
)、
郭
嘆
注
を
含
む
。

b

『
論
語
』
顔
淵
篇

(巻
ニ
ー
四
十
一
)
、
何
曇
集
解
本
、
孔
注
を
含
む
。

c

『
論
語
』
為
政
篇

(巻
二
i
四
+
一
)
、
何
婁
集
解
本
、
包
注
を
含
む
。

d

『春
秋
左
伝
』
巻

一
、
隠
公
三
年

(巻
ニ
ー
四
十
一
～
四
十
二
)
、
杜
氏
注
を
含
む
。

e

『
礼
記
』
巻
十

一

「楽
記
」
鄭
氏
注

(巻
六
ー
二
十
九
)

f

『
風
俗
通
』
巻
六

「声
音
、
笛
」
(巻
六
ー
二
十
九
)

g

『初
学
記
』
巻
十
六

「笛
」
(巻
六
ー
二
十
九
)

こ

の
ほ
か
、
『
切
韻
』
『
玉
篇
』
『唐
韻
』
『
端
随
摩
国
唐
梵
語
鏡
』
等
の
字
書
の
引
用
が
み
ら
れ
る
。
以
上
の
外
典
で
も
長
文

の
引
用
も

多
く

、
『
左
伝
』
隠
公
三
年

の
条
は
、
「鄭
武
公
」
か
ら

「焉
用
賢
」
ま
で
、
本
文
の
み
で

一
五
七
字
、
そ
れ
に
杜
氏
注

と
音
注
と
が
加
わ

る
。

こ
れ
ら
の
引
用
文
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
書
物
の
校
正
に
役
立

つ
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
な
か
に
は
明
ら
か
に
抄
写

の
誤
り
と
み
ら
れ

る
文
字
も
少
な
く
な
い
。

一
例
だ
け
挙
げ
よ
う
。
右
の

『左
伝
』
の
引
用
文
に
、

帥
師
夏
取
温
州
之
麦
、
秋
又
取
成
州
之
禾
。

と
あ

る
が
、
夏
と
温
州
の
州
と
は
術
字
、
成
州
は
成
周
の
誤
り
で
あ
る
。
は
じ
め
、
こ
れ
は
詮
明
の
誤
写
と
思

っ
た
が
、
実
は
そ
う
で
は

な
か

っ
た
。

こ
の

『
法
華
新
抄
』

の
な
か
で
最
も
多
い
引
用
は

「大
抄
」
で
あ
る
。
『
玄
賛
』
の
章
疏
中
か
ら
、

そ
の
文
章
に
合
う
も
の
を
探
し
て

い
る
う
ち
、
唐
末
の
鏡
水
寺
沙
門
栖
復
の

『
法
華
経
玄
賛
要
集
』
三
十
五
巻

(『続
蔵
』
一
-
五
三
・
三
～
五
四
・
三
)
(入
三
五
年
以
後
撰
述
)、
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成
尋
が
日
記
に
記
す

『鏡
水
抄
』
で
あ
る
こ
と
が
分
か

っ
た
。
「大
抄
云
」
と
し
て
引
用
す
る
と
こ
ろ
だ
け
で
な
く
、
そ
の
他
で
も

『
法
華

新
抄
』

は

『
鏡
水
抄
』
に
全
く
依
拠
し
て
い
る
。
実
は
、
右

の
引
用
文
献
も
大
部
分
は

『
鏡
水
抄
』
に
す
で
に
引
用
さ
れ
て
お
り
、
詮
明

が
自
ら
捜
集
し
た
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

『
左
伝
』
の
誤
字
も
そ
の
通
り
で
あ
り
、

詮
明
が

『鏡
水
抄
』
よ
り
転
引
し
た
こ
と
に
よ

っ
て
起

き
た
誤
り
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

な
お
、
『
法
華
新
抄
』
巻
二
と
巻
六
の
文
は

『鏡
水
抄
』
の
巻
七
と
巻
二
十
に
み
え
る
。

そ

れ
で
は
、
詮
明
は
す
べ
て
栖
復

の
を
孫
引
き
し
た
の
か
と
い
う
と
、

必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
い
。
文
献
の
引
用
に
つ
い
て
み
る
と
、
『
鏡

水
抄
』

の
方
は
原
文
を
無
視
し
て
余
分
の
語
句
を
加
え
る
と
こ
ろ
が
目
立

つ
の
に
対
し
、
『法
華
新
抄
』
は
比
較
的
原
文
に
忠
実
で
あ
る
。

右

の

『左
伝
』
の
よ
う
に
、
前
著
に
引
き
ず
ら
れ
て
誤
る
と
こ
ろ
も
ま
ま
み
ら
れ
る
が
、
概
し
て
先
人
の
章
疏
を
是
正
し

よ
う
と
す
る
姿

勢
が
感
じ
ら
れ
る
。

一
方

、
『
鏡
水
抄
』
に
は
、
多
く
の
先
人
の
説
が
引
か
れ
て
い
る
。
そ
の
な
か
に
、
智
周

『法
華
経
玄
賛
摂
釈
』
も
引
用
さ
れ
て
い
る
。
-

『鏡
水
抄
』
に
つ
い
て
は
な
お
詳
し
い
検
討
を
要
す
る
が
、
こ
れ
が
慈
恩
宗

の
正
統
を
承
け

つ
い
だ
も
の
で
あ
る
こ
と
に
は
間
違
い
な
い

で
あ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
、
遼
僧
詮
明
は
唐
代
の
慈
恩
宗
の
正
統
を
継
承
し
た
者
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
系
譜
を
記

せ
ぱ
、
玄
暴
ー

窺
基
-
慧
沼
-
智
周
…
…
栖
復
-
詮
明
と
な
る
。

最
後
に
、
詮
明
が
注
釈
に
あ
た

っ
て
用
い
た

『
玄
賛
』
の
テ
キ
ス
ト
に
触
れ
て
お
こ
う
。
『
法
華
新
抄
』
巻
六
i
三
十

二
に
、
『玄
賛
』

の

「諸
部
宜
見
」
を
釈
し
て
、

(
40
)

此

の
宜
字
は
応
に
元
是
れ
草
書
の
聞
字
な
る
べ
し
。
応
に
多
本
を
勘
す
べ
し
。

と
あ
る
。
お
よ
そ
、
敦
煙
文
献
中
の
唐
代
所
写
の
章
疏
に
は
、
草
書

の
写
本
が
多
い
。

『
玄
賛
』
巻
六

(や
曽
♂
)
は
そ

の
典
型
で
あ
る
。

右
の
文
章
で
は
、
宜
字
は
草
書
の
聞
字
の
誤
り
で
は
な
い
か
と
あ
り
、
詮
明
は
少
な
く
と
も

『玄
賛
』

の
原
本
が
草
書
写
本
で
あ
る
こ
と

を
知

っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
彼
が
用
い
た
テ
キ
ス
ト
も
唐
代
所
写
の
草
書
本
で
あ

っ
た
可
能
性
が
高

い
。

つ
ま
り
、
こ
の
点
で
も
、
詮
明

の
学
問

は
唐
代
の
を
直
接
継
承
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
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お

わ

り

に

以
上
、
近
年
に
発
見
さ
れ
、
あ
る
い
は
整
理
さ
れ
た
仏
教
資
料
を
取
り
上
げ
て
、
そ
れ
を
め
ぐ
る
若
干
の
問
題
を
考
察
し
て
き
た
。
そ

こ
で
明
ら
か
に
な

っ
た
こ
と
は
、
遼
代
の
仏
教
と
り
わ
け
い
わ
ゆ
る
燕
雲
十
六
州
治
下
の
仏
教
は
、
決
し
て
孤
立
し
た
存
在
で
は
な
く
、

当
時

の
東
ア
ジ
ア
諸
国
ー
宋
、
高
麗
、
日
本
な
ど
の
仏
教
と
直
接
間
接
に
交
流
が
あ
り
、
そ
の
な
か
で
遼
も
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い

た
こ
と
で
あ
る
。
特
に
遼
は
、
『契
丹
蔵
』
や
諸
宗
章
疏
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、

唐
代
の
長
安
仏
教
を
も

っ
と
も
よ
く
継
承
し
、

そ
れ
を

東
ア
ジ
ア
諸
国
に
伝
え
る
役
割
を
果
た
し
た
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
遼
代
仏
教
の
意
義
づ
け
が
、
新
出
資
料
に
よ

っ
て
行
な
え
る
よ
う
に

な

っ
た
。
今
後
さ
ら
に
、
様
々
の
角
度
か
ら
こ
れ
ら
の
資
料
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
れ
る
。
こ
と
に
仏
教
学
者

の
研
究
に
期
待
し

た
い
。

と

こ
ろ
で
、
新
出
文
物
の
な
か
に
も
禅
宗
関
係
の
資
料
は
見
出
せ
な
か
っ
た
。

一
般
に
遼
代
に
は
禅
宗
は
盛
ん
で
な
か

っ
た
と
さ
れ
る
。

そ
れ
ば
か
り
か
、
前
掲
の

「践
飛
山
別
伝
議
」
に
よ
れ
ば
、
『
六
祖
壇
経
』
『
宝
林
伝
』
等
が
偽
妄
の
書
と
し
て
焚
殿
さ
れ
た
と
い
う
。
し

か
し
、
果
た
し
て
そ
う
で
あ
ろ
う
か
。
唐
代
の
河
北
で
盛
ん
で
あ

っ
た
禅
の
伝
燈
が
、
本
当
に
遼
で
は
消
え
て
し
ま

っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

そ
う
し
た
問
題
に
も
論
及
し
た
か

っ
た
が
、
準
備
不
足
で
果
た
せ
な
か
っ
た
。
い
ず
れ
稿
を
改
め
て
考
究
し
て
み
た
い
と
思
う
。

(
1
)

拙
稿

「
宋

元
時
代

の
慈
恩
宗
」
『南
都
仏
教
』
五
〇

(
一
九
八
三

年
)
四
五
～
六
〇
頁
。

(
2
)

筆
者

「宋

元
版
蔵
経

の
系
譜
」

(講
演
要
旨
)
『
東
方

学
』
八

一

(
一
九
九

一
年

)
一
九
〇
頁
、
及
び

『
漢
訳
大
蔵
経

の
歴
史
ー

写
経

か
ら
刊
経

ヘ
ー
』
(
大
谷
大
学
、

一
九
九

三
年
)

一
〇

～

一
八
頁
。

(
3
)

『
塚
本
善
隆
著
作
集
』

五

(大
東
出
版
社
、

一
九
七
五
年

)

二

九

一
～

六

一
〇
頁
、
原
載

『
東
方
学
報
』
京
都
第

五
冊
副
刊
。

(
4
)

拙
稿

「
契
丹
大
蔵
経
小
考
」
『
内
田
吟
風
博

士
頬
寿

記

念

東

洋

史
論
集
』

(
一
九
七

八
年
)
三

一
二
～
三

一
七
頁
。

(
5
)

野
上
俊
静

「
遼
代

の
学
僧
思
孝

に

つ
い
て
1
房
山
石
経

の

一
つ

の
紹
介
ー
」
『
仏
教

の
歴
史
と
文
化
』

(仏
教
史
学
会
編
、
同
朋
舎

出
版
、

一
九

八
〇
年
)

二
九
五
～
三
〇

五
頁
。
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な
お
応
県
木
塔
か
ら
も
、
『
砒
奈
耶
蔵
近
事
優
婆

塞

五

戒

本
』

が
発
見
さ
れ
た
。

こ
れ
に
は

「
覚
花
島
海
雲
寺
崇
禄
大
夫
守

司
空

輔

国
大
師
賜
紫
孝
思
集
」

と
記

さ
れ
て
い
る
が
、
そ

の
肩
書

か
ら

み
て
思
孝

の
誤
り
で
あ

る
こ
と
は
明
ら

か
で
あ
る
。

(
6
)

胡

継
欧

コ
房
山
石
経
内
発
現
両
種

《
梵
本
心
経
》
」
『
房
山

石
経

之

研
究
』
六
～

八
頁
。

(7
)

任
傑

コ
房
山
石
経
中

新
発
現
的
両
種
扶
書
過

目
記
」
同
右
書

五

二
～

五
七
頁
。

(
8
)

任
傑

コ
房
山
石
刻

《
大
智
度

経
論
》
整
理
記
」
同
右
書

一
五
～

五

一
頁
。
今
後
さ
ら
に
敦
煙
写
本

と
の
対
校
が
な
さ
れ
る

こ
と
が

望
ま
れ
る
。

(
9
)

拙
稿

「
『
開
宝
蔵
』
と

『
契

丹
蔵
』
」
『
古
典
研
究
会
創
立

二
十
五

周
年
記
念
国
書
漢
籍
論
集
』
(汲
古
書
院
、

一
九
九

一
年

)
六

=

～
六
三
四
頁

。

(10
)

藤
枝

晃
編

『
高
昌
残
影
』
(法
蔵
館
)
五
〇

一
、
図
六

一
。

同
書

の
解

説
篇
…は
未
刊
。
な
お
注

(
9
)
拙
稿
六
三
〇

頁
参
照
。

(11
)

注

(
4
)
拙
稿

三

一
一
～

三
二
九
頁
。

(12
)

『
文
物
』

一
九

八
三
i

六
、

二
頁
。

(
13
)

羅
招

「
《
契
丹
蔵
》
的
雛
印
年

代
」
『
中

国
歴
史
博
物
館
館
刊
』

五

(
一
九
八
三
年
)
五
～
七
頁
。

(
14
)

同
右
誌
九

(
一
九
八
六
年

)
六
九
～

八
九
、
九

六
頁
。

(
51
)

羅
招

「
再
談

《
契
丹
蔵
》
的
雛
印
年
代
」
『
文

物
』

一
九

八

八

-

八
、
七

三
～
八

一
頁
。
『
秘
蔵
』
が

「遼

蔵
」
と
呼

ぶ
の
に
対
し
、

羅
氏

は

一
貫
し
て

「
契
丹
蔵
」

と
す

る
の
も
興
味
深

い
。

(16
)

李
富
華

「
《
趙
域
金
蔵
》
研
究
」
『
世
界
宗
教
研
究
』

一
九
九

一

ー

四
、

一
～

一
八
頁
。

(17
)

田
村
実
造

『
中

国
征
服
王
朝

の
研
究
』
下

(
同
朋
舎
出
版
、

一

九
八
五
年
)

】
一
一
～

一
=

一頁
。

(18
)

方
広
鋸

『
八
-
十
世
紀
仏
教
大
蔵
経
史
』

(
中
国
社

会

科

学

出

版
社
、

一
九
九

一
年
)
第
四
章

「
漢
文

大
蔵
経
秩
号
考
」

二
七
四

～

三
五
五
頁
参
照
。

(
19
)

泊
我
大
遼
興
宗
御
宇
、
志
弘
蔵

経
、
欲
及
遍
遽
、
勅
尽
雛
銀

、

て
て

須
人
詳
勘
。
覚
苑
持
承
論

旨
、
添
預
校
場
、
因
採
群
詮
、
訪
獲

斯

本
。
今
上
継
統
、
清
寧

五
年
勅
鎮
板
流
行

(『
続
蔵
』
一
ー
三
七
-

一
・
二
)
。

(
20
)

ホ
及
有

遼
重

煕
間
、
復

加
校
正
、
通
制
為

五
百
七
十
九
秩
。
則

有

太
保

大
師

入
蔵
録
、
具
載
之

(『
山
右
石
刻
叢
編
』

二
〇
)
。

(21
)

威

雍
四
年

三
月

四
日
…
…
及
募
同
志
助
辮
印
大
蔵
経

、
凡

五
百

七
十
九
秩

、
創
内
外
蔵
而
寵
措
之

(『
全
遼
文
』
八
、

一
八
七
頁
)
。

こ
の
記
は

『
金

石
葦
編
』
『
遼
文
存
』
等
に
も
載
せ
る
が
、
『
全

遼

文
』
に
よ
る
と
脱
誤
が
多

い
。
陽
台
山
を
陽

台
山
に
誤
り
、
覚

苑

の
肩
書

で
も
大
師

の
二
字

を
欠
く
。

い
ま

は

拓
本

に
拠

っ
た

『
全
遼
文
』

に
従
う
。
な
お

『
全
遼
文
』
は
陳
述
輯
校
、
中
華
書

局
、

一
九

八
二
年
出
版
で
あ
る
。

(22
)

重
和

二
十

二
年
、
有
寺
僧
潜
奥
、
与

悟
開
上
人
、
鳩
集
浄
財
、

締
結
信
士
、
与
邑
人
舜
節

・
李

敬

・
張

士
禺

・
高
聾
等
、
購
経

一

蔵
、
用
広
流
通

(『
全
遼
文
』

一
〇
、

二
九

五
頁
)
。

(
23
)

神
尾
弍
春

『
契
丹
仏
教
文
化
史
考
』

(満
洲

文

化

協

会
、

「
九
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三
七
年
原
版
、

一
九
八

二
年
第

一
書
房
影
印
)
八
七
頁
。

(24
)

專
若
清
寧
紀

号
之

八
載

…
…
皇
上
万
枢
多
暇

、
五
教
皆

弘
。

乃

下
温
論

、
普
捜
堕
典
、
獲
斯
宝
冊
、
編
入
華
寵

。
自

藪
以
来

、
流

通
覆
広

(『
釈
摩
詞
術
論
賛
玄
疏
』
巻

一
、
『
全
遼
文

』
八
、

一
七

八
頁
)
。

(25
)

張
暢
耕

・
畢
素
娼
前
掲
論
文
八

一
頁
。

(
26
)

『
全
遼
文
』

一
〇
、

三
〇

五
頁
。
拓
本

に
拠

る
。

(
27
)

志
延

に

つ
い
て
は
、
野
上
俊
静

『
遼
金

の
仏
教
』

一
一
一
～

一

一
二
頁
、
及
び

『
全
遼
文
』
作
者
事
績
考

四
〇

三
頁
参
照
。

(
28
)

『
全
遼
文
』

一
一
、

三
三
二
頁
。

こ
の
墓
誌

は
天
慶
九
年
作
、

一
九

五
八
年
大
同
城
外
出
土
。

(
29
)

妻
木
前
掲
論
文

三
二
三
頁
。

(
30
)

遼
代

の
避
誰

に
つ
い
て
は
、
陳

垣

『
史
誰
挙
例
』
(科
学
出
版
社
、

↓
九

五
八
年
)
は
詳
し
く
な

い
。

石
刻
資
料
を
あ

わ
せ
て
、
あ
ら

た
め
て
検
討
し
て
み
る
必
要

が
あ

る
。

(
31
)

『
善
本
聚
英
』
解
説
八
頁
。
堀

池
春
峰
氏

の
執
筆

に
か
か
る
。

(
32
)

『
華
厳
経
談
玄
決
択
』
に

つ
い
て
は
、
木
村
清
孝

「
鮮
演

の
思

想
史
的
位
置
」
『
仏
教

の
歴
史
と
文
化
』

(前
掲
)

三
〇

六
～

三
二

〇
頁
参
照
。

(
33
)

澄
観

は
こ
れ
ら

の
霊

験
課

を
法
蔵

『
華
厳
経
伝
記
』
に
拠

っ
て

い
る
が
、
字
句
は
か
な
り
違

っ
て
い
る
。

(
34
)

鎌

田
茂
雄

『
中
国
華

厳
思
想
史

の
研
究
』

(東
京
大

学

東

洋

文

化
研
究
所
、

一
九
六
五
年
)
第

二
部
第

三
節

「
遼
代
密

教
と
澄
観

の
華
厳
」
と
く
に

六
〇
入
頁
。

(
35
)

塚
本
善
隆

「
仏
教
史

料
と
し
て

の
金
刻
大
蔵
経
」
『
塚

本

善

隆

著
作
集
』
五
、
九
三
～

一
六
四
頁
。
原
載

『
東
方
学
報
』
京
都

六

(
一
九

三
六
年

)
。

(
36
)

『
影
印
宋
蔵
遺
珍
』

(上

海
影
印
宋
版
蔵
経
会

・
北

平

三
時

学

会
景
印
、

一
九
三
四
年
)
。

(
37
)

注

(
1
)
拙
稿
。

(38
)

近
者
、
大
遼
皇
帝
、
詔
有
司
、
令
義
学
沙
門
詮
暁
等
、
再
定
経

録
。
世
所
謂

『
六
祖
壇
経
』
『
宝
林
伝
』
等
皆
被
焚
、
除
其
偽
妄

。

条
例
則
重
修
貞

元
続
録

三
巻
中
、
載
之
詳
焉
。

(39
)

地
北
多

学
慈
恩
宗
。
予
学

『
玄
賛
』
由
被
告
示
。
小
僧
問

『
摂

釈
』
『
鏡
水
抄
』
有
無
、
答
無
由
、
給
以
契
丹
僧
作

『
詮
明
抄
』
、

釈

『
玄
賛

』
書
也
者
。

(40
)

此

宜
字
応

元
是
草
書
聞
字
、
応
勘
多
本
。


